
11月11日

(土)

プログラム

今年で12 回目となるおはなしフェスティバルを、11 月

11日は)、12 日(日)の2日間、青少年会館で開催します。

子どもたちを対象にした人形劇・紙芝居・パネルシアタ

ーなど、楽しいおはなしがいっぱい。家族そろって｢ おは

なし｣ の世界を楽しんでみませんか。

圖 財おはなしキャラバンo  344 303711月12日(

日)

人口と世帯

人口466,886 人 ［＋　71］

男235,918 人 ［＋　54］

女230,968 人 ［＋　17］

世帯183,255 世帯［十　91］

主な内容

秋の火災予防運動　　　　　 ②

公文書公開制度　平成12 年度

上半期実施状況の公表　　　 ③

ゆうまつどフェスタ2000　 ④

市立病院開設50 周年記念祭　⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

１１
月
７
日
出
～
1
2日

収
、
図
書
館
本
館
は
、
蔵
書
点
検
作
業
お
よ
び

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
エ
事
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
な
お
、
分
館
は
通
常
ど
お

り
開
館
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

詈
市
立
図
書
館

昔
3
6
5
・
5
1
1
5

平
成
1
2年
度
体
力
っ
く
り
優
秀
組

織
表
彰
で
、
松
戸
市
が
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
健
康
・
体
力

づ
く
り
運

動
を
推
進
す
る
た
め
の
住
民
参
加
組

織
が
形
成
さ
れ
、
保
健
・
栄
養
の
改

善
、
各
種
身
作

皆
動
の
普
及
、
健
康

・
体
力
づ
く
り
に
必
要
な
啓
発
事
業

等
を
総
合
的
か
っ
計
画
的
に
推
進
し

て
い
る
市
町
村
、
地
域
、
職
域
組
織

に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
剛
健

康
・
体
力
づ
く
息

早
業
財
団

が
主
催

し
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
平
成
1
0年
４
月
に
一
石

二
〇
年

を
目
標
年
次
と
す
る
「
松
戸

市
総
今

計
画
」
を
策
定
し
、
皀
か
な

自
然
環
境
の
巾
で
健
康
で
い
き
い
き

し
た

生
活

を
営
み

、
個

性
と
活

力
の

あ

る
新
た

な
ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を
創

造
で

き

る
ま
ち

づ
く
り

を
目

指
し
て

い
ま

す
。

な
か
で

も

、
健
康

づ
く
り

に
関
し

て

は

「
市

民

総
合

倔
祉

プ
ラ
ン
」
等

が
策
定

さ

れ

る
と
と

も

に
、
（

明

る

い
健
康
都

市

づ
く
り

》
を

ス
ロ

ー
ガ

ン
と
し

て
、
育

児
教

室
等

の
母

子

保

健
事
業

や
食

生
活
講

座
、
健
康

相
談

、

健
康
診

査
、

訪
問

指
導
等

の
成
人

老

人
保

健
活
動

と

い
っ
た
健

康

づ
く
り

運
動

を
推
進

し
て

い
ま
す

。

ま

た
、
体

力

づ
く
り

に
関
し

て
も

ス

ポ
ー
ツ

を
通
じ

て
健
康

の
保

持

・

増
進
と
体
力

の
向
上

が
図

れ
る
よ
う
、

二

歳

児
親
子

体

操
教
室

等
の

ス

ポ
ー

ツ

教
室
、

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
大

会
と

い
っ
た
イ

ベ
ン
ト

事
業

の
実

施
。
ま

た

ス

ポ
ー
ツ
指

導
者

や
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア

の
育
成

に
も
力

を
入

れ

、
講
習

を

受

け
た

指
導
者

を
学

校
部
活

動

、
サ

ー
ク
ル
等

へ
派

遣
す

る
な

ど
の
体
力

づ
く
り
運

動

を
展
開

し
て

い
ま

す
。

こ

の
よ
う

な
健
康

・
体
力

づ
く
り

に
関

す
る
取
り

組

み
が
評

価
さ

れ
、

こ

の
た
び

の
受

賞

と
な
り

ま
し

た
。

圖

ス

ポ
ー
ツ
課

昔
鰯
・
9
2
4
1

20

00

会期11月11日(土)・1

2(日)会場青少年会館

費用無料

会場 ＩＦ 体育室 ＩＦ 会議室 ２Ｆ 音楽室 ２Ｆ 集会室 ２Ｆ 美術室 ２Ｆ クラブ室

時間

13:00

13:25

13:35

・ －・－

14:00

14:05

14:30

14:35

15:00

巧:05

15:30

く ま 劇場 ぶた 劇場 うさぎ 劇場 あひる 劇場 きりん劇場 ぞう劇場

開会式馬橋北

小学校ﾌﾞﾗｽ

ﾊﾞﾝﾄ 部゙演奏

ブ
鰕 「さんま

いのおふだ亅

ほか　のい

ちごの会

（松戸市）

囚 「あかず

きんちやん」

都立第三商

業高校

（東京都）

囚 「おちよ

んすずめ」

いずみキ ャ

ラバン

（松戸市）

櫞嶬「あか

いふうせん」

ほか

牛ヽｿ座

（柏市）

鰕「ぉ正月

かいじ ゅう」

糸川若蘭

（松戸市）

囚 「三びき

のヤギのが

らがらどん」

人形劇団ウ

イルチェア

ー（松戸市）

簡単人形作

り①

整理券が 必

要※

おはなし キ

ャラバン

囚「 だんご

どっこいし

ょ」

牛 ヤペツお

ばさん

（市川市）

囚 「かくれ

んぽ」

聖徳大学児

童文化研究

部

（松戸市）

|尺「ジャッ

クと豆の木」

ぽか　子供

サーク ルわ

んぱく キッ

ス（茨城県）

囚 「だいこ

んさん にん

じんさん ご

ぼ う さ ん 」

第六中学校

（松戸市）

卜
簡単人形 作

り②

整理券が訖

要※

おはなし キ

ャラバン

|人「たまご

のあかちゃ

ん」おはな

し 劇団 ねこ

のしつぱ

（市川市）

鰕 「11 ぴ

きのねこと

ぶた」

グループ虹

（松戸市）

汞「おおき

なかぶ」

おもしろ キ

ッス

（松戸市）

圃 「ヶンち

ゃんと話そ

う」

稲葉晃（埼

玉県）

囚 「三びき

のこ ぶ た 」

みさとんぼ

（埼玉県）

因面「 スイ

ミ ー」

福島美智恵

（松戸市）

囚 「三枚の

お札」

清風幼稚園

（松戸市）

囚 「あやと

りひめ」

本のく に

（松戸市）

囚 「 ばけ く

ら べ 」 フ ァ

ミ リ ー 劇 団

野夢（松戸市）

因紐「国産

み伝説」

筧福美

（東京都）

会場 ＩＦ 体育室 ＩＦ 会議室 ２Ｆ 音楽室 ２Ｆ 集会室 ２Ｆ 美術室 ２Ｆ クラブ 室

時間
11:00

11:15

11:35

.。11:45

12:10

12:20

12:45

12:55

13:25

13:30

14:00

14:10

14:40

14:45

15:15

く ま 劇場 ぷた 劇場 うさぎ劇場 あひる劇場 きりん劇場 そ う 劇場

オープ ニング

匿｣｢さるの親孝行｣

梁川ざっと昔の会

横山幸子( 福島県)

|人:「 お お か み

と7 ひ きのこや

ぎ」ポケット文

庫（松戸市）

鰕｢ ともだちや｣

笹路雅津子 淞 戸市)

園｢ 頭にカキの木｣

渡辺美代子(流山市)

入 「 人形マジ ッ

ク リサイクルショ

ー」夢キャラバン

「ロゴス座訌柏市）

囚 「 ヘン ゼル

と グレ ーテル 」

八潮人形劇ピ ソヽ

コロ（埼玉県）

囚 「 三 び き の

こぶた」佐倉お

はなし きやらぱ

ん（佐倉市）

臂 「 しろく まく

ん の ホ ット ケ ー

キ」新松戸幼稚園

絵本の会（松戸市）

|人i「 お だ んご

ころりん」人形

劇団ふうせん

（流山市）

圃｢ホロンのうたの

かい｣椎名好( 松戸市)

覿｢ へ た れ 嫁｣

藤井陽子( 東京都)

囚 「ぉかぇし」

ミニシアタ一か

ぎぐる ま

（松戸市）

囚 「 大 だら ぼ

う」新松戸 ベビ

ーホーム

（松戸市）

|顫｢ たのしい？

こわい？おはなし｣

梁川ざっと昔の会

徘i｣幸子(福島県)

蕭｢ 長くなった鼻。

石井詩華 淞戸市)

まつど国馼 化大使のお

はなし 頗ｶﾙﾒﾝ

囚 「 お お か み

と7 ひ きのこ や

ぎ」にじのく に

（柏市）

圃｢ ﾊ ﾊ゚ﾟ､お月さまとっ

て!｣賍ﾘｴ 子影 舗

芦|｢ 三枚のお札｣

増井憲子( 埼玉県)

囚 「 まん まる

パン」柴又おは

なしころりん

（東京都）

践 「 あ いう え

王」パネルシア

ター研究会“マ

チ ヤ”（松戸市）

囚 「 ブレ ー メン

のおん がく たい」

我孫子二小コスモ

ス劇団（我孫子市）

鎖 「 ジォ ジォ

のかんむり」ほ

かこあけみつよ

（茨城県）

圉 「魔女のおく

りもの」相模台学

童保育所（松戸㈲

園 「悪魔のあご

ひげ」語りの世

界OB 会（松戸市）

囚｢ばけくらべ｣

人形劇サークル

ピツピ( 東京都)

区j「 ふし ぎな

冒険」人形劇団

夢の国（東京都）

犀 「 手話で 唄お

う 冂 手話勉強会

ひまわり（松戸市）

践 「 あ れは な

にものだ」ほか

花天童（松戸市）

慝｢ 王子さまの耳は

ロバの耳｣新松戸む力

しむかしの会(4頌 市)

関｢ 動物の謝肉祭｣

ほか ﾋﾞｱﾉ ﾃﾞｭｵｻ

づﾙ｢ ﾋﾟﾉ｣(1頌 市)

囚 「3 匹 のこ ぶ

た」人形劇団夢の

国七福神（東京都）

囚 「三びきのく

ま」ほか　ピ ー

チパイ（松戸市）

簡単人 形作 り ③

整理 券が 必要 ※

おはなしキャラバン

刃「アラジンと

まほうのランプ」

財松戸市おはな

しキャラバン

※「簡単人形作り」の整理券は本部（青少年会館IFロビー）で午後1時30 分から

配布します。 定員先着30人

鍜 …紙芝居　囚 …パネルシアタ一　 匯 …手話　囚 …人形劇

擲 …素話　図 …メロディー絵本　 膃 …絵本

※「簡単人形作り」の整理券は本部（青少年会館IF ロビー）で午後1時30 分から配布

し ます。 定員各先着30人

囲･･･紙芝居　頤 蹌･･大型紙芝居　囚 …ペープ サート　癲 …腹話術　囚 …人形劇

匯鰕…大型絵本　臨回…絵話

囗
は
前
月
比

図
書
館
本
館
が
お
休
み
し
ま
す

松
戸
市
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

平
成
1
2
年
度
体
力
つ
く
り
優
秀
組
織
表
彰
で

おはなしフェスティバル



11/9(木)～15(水)

い１１
月

９
日

困

か
ら
1
5日

伽
支
で

の

一
週
間

、

全
国

一
斉
に

秋

の
火

災

予

防
運
動

が
展

開

さ
れ
ま

す
。

１
月

か
ら

９
月

末
ま

で
に

、
百

二

十

七
件

の
火
災

が
発

生
し
て

い
ま

す
。

こ

れ
は
昨
年

の
同

時

期
よ
り

損
害

額
は
減

少
し

た

も
の

の
、
火

災
件
数

は
十
二
件
増
加
し

て
い
ま
す
。

火
災

原
因
で

は
、「
放

火
お

よ
び
放

火

の
疑

い
」

に
よ

る
も

の
が
依

然
と

し

て
ト

ッ

プ
で

、『
放
火

さ

れ
な

い
よ

う

な
環

境

づ
く

り
』

が
大
切

で
す

。

放
火
さ

れ
な

い
・
放
火

さ
せ
な
い

環
境

づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う

（
ポ
イ
ン
ト
）

◆
家
の

周
り
を
明

る
く
す

る
。

◆

建
物
の
周

り
に
燃
え
や
す
い
物

を
置

か
な
い

（
玄
関
ポ
ス
ト
の

新
聞
や
チ

ラ
シ
な
ど
）
。

◆
ご
み

は
指
定
さ
れ
た
日

の
朝
に

だ
す

。

障害者ファクス(災害・救急) 通報は

１１

月

９

日

は一

一

九

番

の

日

で

す

市
内

の

一
一
九
番

通

報
は

、
す

べ

て
市

消
防
局

の
指

令
管

制
室

に

つ
な

が
り
ま

す
。

消

防
局
で

は
、

今
年

の
４
月

か
ら

新
消
防
指

令
管

制
シ
ス
テ

ム
登

導
入
、

災
害
出
動

時

間

の
短

縮

に
努

め
て

い

ま
す

。

火
災

や
救

急
な

ど
災
害

時

の
通
報

に
は

、
あ
わ

て
ず

・
落
ち

着

い
て

・

通

報
し
て

く

だ
さ

い
。

障
害
者

フ
ァ
ク

ス
（
災
害

・
救
急

）

通

報
も

、

ダ
イ

ヤ

ル
一

一
九
番

で
通

報

す

る
こ

と

が
で

き
ま
す

（
左

図
参

照

）
。

今
ま
で

ダ
イ

ヤ
ル

し
て

い
た

障
害

者

フ

ァ
ク
ス
3
6
8・
0
1
1
9

は

、
中

央

消
防
署

の
電

話
番

号
と

な

っ
て

い

ま

す

の
で

、

ご
注
意
く

だ

さ

い
。

固
消

防
局
救

急
防

災
課
指

導
係

昔
3
6
3

・
1
1
1
6

隰
3
6
3・
1
1
3
7

近くの病院、

教えてくだ

さい！

病(けが)人
です！
救急車を！

火事です！

消防車を！

※障害者ファクスは、すべて指令管制室に入ります。

日

時
：
八

月
1
2
日

㈲
午
前
1
0
時

～
午

後

２
時

〔
小
雨

決
行

〕

会

場
・：
消
防
訓

練

セ
ン

タ
ー

（
ハ

ケ

崎
四

の
五
〇

の
二

内

容
…

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

・
各

種

体

験
コ

ー
ナ

ー

・
歌

謡

シ
ョ

ー
・
か

ぽ
ち

や
劇
団

・
模
擬

店
な

ど

※
ご
来
場

に

は
公

共

交
通
機

関
を

ご

利

用

く
だ

さ
い
。

圖

消
防
局

企
画

管
理
室

昔
翔
・
1
1

1
3

内

線
５
１
４

１

、
テ

レ
ホ

ン

ガ

イ

ド
（
当
日
案

内
）
容
3
6
2
・
0
1
1
9

案

内

図

ぐるっと青空キャンペーン

毎週水曜日は乗らないDAY

市
民
葬
儀
制
度

が
あ
り
ま
す

市
民
葬
儀
制
度
は
、
市
民
に
ご
不

幸
が
あ
っ
た
と
き
、
経
済
的
で
厳
粛

な
葬
儀
が
行
え

る
よ
う
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

祭
壇
や
、
そ
の
飾
り
付
け
の
内
容

や
料
金
は
、
市
と
巾
の
指
定
を
受
け

た
葬
祭
業
者
と
の
間
で
協
議
し
、
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(50 音順)取　 扱　 指　 定　 店　 一　 覧

種 類 料　金 内　容

A
5段飾り

80,000円 祭壇貸し 付け

飾り付け・受

付用品 ・消耗

品を含む

B
3段飾り

50,000円

Ｃ

深殳飾り
38,000円

対象…施主または死亡者が松

戸市民で、市内で行う葬儀

内容…この制度で利用できる

祭壇の種類と料金は上表のと

おりです。

※料金には棺(ひつぎ)・遺影

写真代・礼状印刷代・読経

料・供花代・市の式場使用

料・火葬料・霊柩(きゅう)

自動車使用料・納骨容器代

等は含まれておりません。

申し込みの際に左表の取扱

指定店へお問い合わせくだ

さい。

圖斎場15387  -4042

業　者　名 所　在 電話番号

㈲愛蓮社 西馬橋相川町169 342-4 ∠ﾚ14

アイケアーサービス 古ヶ 岫3の3∠凵９ 360-4242

㈱アーバンライフ
小金原∠↓の34 の旧 ノエ

ビアオレンジハウ ス内
斜ワー5000

石井葬儀社 六実5の23 の1 386-0856

㈲伊原葬儀社 馬橋1903 343-4310
㈱エ スケ イ市民 共済 金ヶ作420 の5 388-001 ワ

㈱江戸川 五香1の1の21 386-118ﾜ

㈲カインド社 古ヶ綺2 の3 鍋8 の6 344-5222

(有)白葬祭センター

松戸支店
上本郷3004 の101 365-6144

㈲広善社 幸谷682 341-3356

㈲渋谷花店
小金きよしヶ 丘4の 巧

の13
3∠囗－6G∠1∠1

昭和興業㈱ 千 駄堀620 の1 383-4 ∠μ4

(株)杉浦葬儀店 根本5 の4 362-25 ∠12

㈲セレモアむつみ 六高台5の36 の 巧 383 一刻∠に

㈱セレ モ東松 戸ホ ー

ル
串畸新田63 の12 38∠L－44∠図

セントラル総合㈱ 河原塚258 391-9118

㈲創蓮社
二十世紀が丘戸山叮

捏5
391-1611

㈲大典社 高塚新田631 3印 一石ﾜ26

㈲東葛葬祭 松戸1∠旧5 090-161ﾜｰ8994

㈲ときわ平葬儀社 常盤平2 の21 の1 385-2622

㈱日本式典 栄町4の205 の4 364-0495

㈲宝心社 六実1の52 の2 389-5555
(株)松戸葬儀社 松戸1692 364 一肩∠L∠L4

㈲藪崎葬儀社 小山22ﾜ 362-2317

㈱ライフケア 松戸1112 363-0983

(有)緑茶園 栄町5 の2ﾜ6 の2 361  ―72'ﾜ3

11月から1月は、空気が特に汚れやすいE時期(下グラフ参照)で、｢7都県

市( 東京都・千葉県・神奈川県・埼玉県・千葉市・横浜市・川崎市)では

冬期自動車交通量対策｢ ぐるっと青空キャンペーン｣ を実施しています。

たった1日1台の崋を減らすだけで、ずいぶん空気がきれいになります。

不要不急の自動車の使用は控え、環境にやさしい運転を心掛けてくださ

乳
幼
児
健
康
支
援

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

い。

また 、地 球温 暖化防止 のた

め 、暖機 運転や 駐停車 時のデ

イト リング を止 める 「アイ ド

リン グ・ スト ップ運動」にも 、

ご 協力を お願いし ま す。

錮 環 境 保 全 課 大 気 騒 音 係 登

366ﾜ33ﾜ

窒素酸化物の月別変化

病

気
回

復
期

に
あ

っ
て
保

育
所

や
家

庭
に
お

け

る

保
育

が
困

難
な

乳
幼
児

を
対

象
に

、
一

時
的

に
保
育

を
行

い
ま

す
。

対

象

と
な

る
子

ど

も
…
次

の
す

べ
て

に
該

当
す

る
乳

幼
児

①

巾
内
に

住
所

が
あ

る
か
、
市

内

の
保
育

所
に
入

所

し

て

い
る

②

生
後

五
十

七
日
目

か

ら
就
学

前
囗

ま
で

の
年

齢
に

あ
る

⑤

炳
気

回
復

期
の
た

め
に

集
団

保
育

や
家

庭
保
育

が
困

難
で

あ
る

眥

眼
：
松

戸
市

民

―
四

時

間
以
内

子
二

百
円

、
以

降

一

時
間

に
付

灸

二
百

円

、
市
外

の
人

＝
四

時
間
以

内

1
.八
百
円

、
以

降

一
時
間

に
付

き
四
百

五
十
円

利
用

手

続
・：
利
用

す

る
人

は
事

前
に
各

保
育

園
で

予

約

し
、
利

用
申

請

を
し

て
く

だ

さ

い
。

①

ひ
よ
こ

保
育

園

薪

八
柱
台

病
院

新
館

六
階
）

松

戸
市

日
暮

一

の
七

の
二

公
3
8
7・
8
3
5
1

②

ひ
ま

わ
り
保

育
園

薪

松

戸
中

央
総
合
病

院
）
松

戸
市

新
松

戸
一

の

。
九
ニ

ソ
フ
ィ

ア
新

松
戸

一
〇
二

ロ
ゲ
昔
3
0
9
･
　
^
 
'
O
 ＣＭ
 Ｃ
-Ｊ

匝
児
童

福

祉
課
家

庭
支

援
係

公
3
6
6
・
7
3
4
7

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
八
十
　
咀
嚼
は
肥
満
を
防
ぐ

「
よ
く
噛
ん
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
の
お
す
す
め

一
口

ご
と
に
箸

を
置

く
、

と

い

っ
た

咀
嚼

の
す

す
め
と

そ

の
指
導

は

、
こ

れ
ま
で

も
肥
満

症

の
治
療

法
と

し
て

し

ば
し

ば
取
ｙ

上

げ
ら

れ

て

き
ま

し

た

。

そ

の
理

由

は

、

咀
嚼

が
減

量
に
効

果
的

だ
と

い
う

日

常

の
経

験

に

よ

っ
た

も

の
で

、

科

学
的
な

デ
ー

タ
に
基

づ
く
も

の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
で
し

た
。
し

か

し

、
近
年
こ

の
こ

と
に

つ

い
て

科

学
的

な
実

験
が
行

わ
れ

る
よ
う

に

な
り

、
実

際
に
咀

嚼
に
よ

っ
て

肥

満
を

治
療
す

る
と
こ

ろ

も
で
て

き

て

い
ま

す

。

咀

嚼
は

、
実
際

に
満
腹

感
を
起

こ

す

の
で
し

ょ
う

か
。
あ

る
実

験

で

は

、
実
験
前

に
十
分

間

カ
ロ
リ

ー
や
香

り

の
な

い
ガ
ム
を
咀

嚼

さ

せ

た

グ
ル

ー
プ
は
、

何
も
し

な

か

っ
た

グ
ル

ー
プ
に
比

べ
て
満

腹
感

を

覚
え

る
ま
で

の
摂
取

量

が
明
ら

か

に
少

な
く
な

っ
て

い
ま
し

た
。

こ

の
こ
と

か
ら

、
咀
嚼

を
十
分

に

行

う
と
、

食

べ
る
量

が
実
際

に
減

る
こ

と

が
確
認

さ
れ
ま
し

た

。

次

に
、

咀
嚼

が
満
腹

感
を
亢

進

さ
せ

る
脳

の
仕

組
み

に

つ

い
て

、

ネ

ズ
ミ
を
用

い
た

基
礎

実
験

の
結

果
を

例
に

と
っ
て

説
明
し

ま
し

よ

視

床
下

部
腹
内

側
核

は
、
満

腹

中
枢

と
呼

ば
れ
て

よ
く
知

ら

れ
て

い
ま

す
。
ま

た
、

脳
内

の
ヒ
ス

タ

ミ
ン

神
経
系

は
、

後
部
視

床
下

部

に
そ

の
細
胞

体

が
あ
り

、
ヒ
ス

タ

ミ
ン

神
経
系

が
刺

激
さ

れ
る
と
摂

取

量

が
抑
制

さ
れ

る
こ
と

が
分

か

っ
て

い
ま
す

。
そ

の
作
用

部
位

は
、

満
腹
中

枢

の
ヒ

ス
タ
ミ

ン
受

容
体

で

、
神

経
ヒ

ス

タ
ミ
ン

は
こ

の
受

容
体
を

介
し

て
、
食

欲
を

抑
制

的

に
コ
ン

ト

ロ
ー
ル
し

て

い
る

わ
け

で

す
。

ネ
ズ

ミ
に
固
形

食

を
食

べ

さ
せ
て

そ
の
後

の
視

床
下

部

の
ヒ

ス

タ
ミ

ン

を
測

定

し

て

み

る
と

、

事

実
咀

嚼
に
伴

っ
て

そ

の
代

謝
回

転

は
上
昇

し
、

満
腹

中
枢

が
刺
激

さ

れ
て

い
る

こ

と

が

分

か

り

ま

す

。一
方

、
チ
ュ

ー

ブ
で

同

じ
カ

ロ

リ

ー
の
液

体
食

を
胃

に
直
接

注
入

す

る
と

、
こ

の
よ
弓

な
現
象

は
起

こ
ら

な

い
の
で

、
満
腹

中
枢

の
機

能
亢

進

は
、
咀
嚼

そ

の
も

の
に
よ

っ
て
引

き

起
こ

さ
れ
た

も

の
で
あ

る

と
考

え

ら

れ

ま

す
。

さ
ら

に

、

視
床
下

部

の
ヒ

ス
タ
ミ

ン
神

経
系

が
賦
活

（
※
）

さ
れ

る
と
、
末

梢

で
中
性

脂
肪

が
分

解

さ
れ
、
同

時

に
脂
肪

合
成

が
抑
制

さ

れ
る
と

い

う

こ
と

も
分

か

っ
て

き
ま

し
た

。

こ
の
よ
弓

な
事

実
か
ら
み
る
と

、

咀

嚼
機

能
を

刺
激
す

る
と

、
食

物

の
摂
取

量

は
減
り

、
同

時
に
末

梢

の
脂
肪

分
解

が
亢
進

し

、
合
成

は

抑
え

ら

れ

る
の
で

、
そ

の
減
量
効

果

は
二

重
三
重

に
発

揮

さ
れ

る
と

い
う
こ
と

が
分

か
り

ま
す

。

よ
ぐ

噛
む
こ

と
は

、

い
ろ

い
ろ

な

意
味
で

、
健

康
に

よ

い
影

響
を

与
え

ま
す

。
今

日
か

ら
あ

な
た
も

健

康
カ

ム
カ
ム

（
噛

む
噛
む

）
。

※
賦
活
＝
病
的
状
態
を
健
康
状
態

に
す
る
こ
と
。

（
松
戸

歯
科
医
師
会

）

ダイヤル１１９番！

【障害者ファクス119 番の流れ】

災害ファクス 救急ファクス 問い合わせ

ファクス

市消防局指令管制室

最寄りの消防署に消

防車・救急車がいな

い場合には、要請者

宅に一番距離が近い

車輌が出動します。

救急車消防車

通報者宅

最寄りの消防署
消防車
救急車

秋
の
火
災
予
防
運
動

ミ
レ
ニ
ア
ム
「
二
〇
〇
〇
」

消
　
防
　
ま
　
つ
　
り

歯
を
大
切
に



平
成
1
2年
度
上
半
期
実
施
状
況
の
公
表

市
民
の

皆
さ
ん
の
市
政

参
加

を
よ
り
一

層
進
め
、
よ

り
開

か
れ

た
ク
リ

ス
タ
ル
な
市
政
の
実
現

を
め
ざ
し

た
公

文
書
公
開
制

度
の

平
成
１２
年
度
上

半
期

の
実
施
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
.０

固
総
務
企
画
本

部
総

務
課

豊
一
’一

・
7
3
0
5

平

成
1
2
年

４
月

１
日

か
ら
９

月
3
0

日

ま
で

の
開

不
請

求

・
申

し
出

の
文

書
件

数
は

、
八

十
件
と

な
り

ま
し

た
。

こ

れ
ら
の
う

ち
全

部
を

開
示
し

た
文

書
は
二

十
三

件
、

一
部

開
示

は
四
十

件
、
非

開
示

は
二

件
、
文

書

が
存
在

し
な
か
っ
た
も
の
が
六
件
で
し
た
（
左

表
）
。な

お
、

こ
れ
ら

の
決

定
に
対

し
開

公
文
書
公
開
制
度
の
受
け
付
け
や

相
談
は
、
市
役
所
別
館
一
階
行
政
資

料
セ
ン
タ
ー
内
「
公
文
書
公
開
コ
ー

平成12 年度実施機関別開示請求・申し出状況

＼
実施機関 計

決定内容
請求
取
り下
げ

主な 請求内容
開示

一部
開示

非開
示

文書
不
存在

開

示

請

求

市長
件

52
件

13
件

28
件

２
件
５

件
４

マンション建設、公共用地の取得に関する文書など

教育委員会
1

3
３ ６ ０ １ ３

教職員の出張 、学校管理の金銭出納に関する文書な

ど

消防長 １ ０ １ ０ ０ ０ 不動産鑑定書

議会 ６ ６ ０ ０ ０ ０ 常任委員会会議録、特別委員会会議録

監査委員 ４ ０ ４ ０ ０ ０ 監査請求に係る会議録、会議資料など

合計 76 22 39 ２ ６
7

開示

申
し
出

市長 ３ ０ １ ０ ０ ２ 区画整理事業に関する文書など

教育委員会 １ １ ０ ０ ０ ０ 電話の利用料金内訳書

合計 ４ １ １ ０ ０ ２

※上表以ﾀﾄの実施機関（選挙管理委員会、公平委員会 、水道事業管理者、病院事業管理者 、農業委員会、固定

資産評価審査委員会）については、開示請求・開示申し 出はありませんでした。

異議申立て件数

11 年度中の決定に対する異

議申立て
1件

12 年度中の決定に対する異

議申立て
5件

異議申立ての処理状況

実施機関で検討中 1件

公文書公開審査会で審査中 5件

ナ
ー
」
で
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
の

統

計

書

、
調

査

報

告

書

、

計
画
書

な
ど
、

行

政

に

関

す

る
刊

行

物

や

資

料

を

取

り

そ

ろ
え

て

い

統計書など有償頒布しています

ま
す
。
一
部
に
つ
い
て
は
有
償
頒
布

も
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

動
物
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
飼
い
ま
し
よ
う

1
1
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
強
化
月
間
」
で
す
。

動

物
に
よ

る
危
害
や

迷
惑
を
防

止
す

る
た
め

、
飼
い
主
は
次
の
こ

と

を
再

確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

圜
松
戸

保
健
所

登
3
6
1
・
2
1
2
1

■

放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ

さ
い最

近
、
公
園
な
ど
で
犬
を
放
す
人

■
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
実
施
し

て
く
だ
さ
い

飼
い
犬
に
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基

づ
く
登

録
と
毎

年

一
同

の
予
防

注
射

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。
予

防

注
射

が
済
ん

で

い
な

い
場

合
は

早
急

に
実
施

し
て

、
市
環

境
保

全
課

で
注

射

済
票
の
交
付

を
受

け
て
く
だ
さ

い
。

■
犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
の
責
任
で
始

末
し
て
く
だ
さ
い

公

園
や
道
路
に
ふ
ん
を
放
置
す
る

飼
い
主
を
ま
だ
多
く
見
か
け
ま
す
。

散
歩
の
と
き
は
シ
ャ
ベ
ル
や
袋
を
用

意
し
、
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し

11 /25(土)･26(日)

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

人

権
を
尊
重
す

る
こ

と
の
大
切
さ
を
理
解

す
る
た
め

、
幕

張
メ

ッ
セ

で
人

権

啓
発
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

を
開
催

し
ま

す
。

講
演
会

・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
コ

ン
サ
ー
ト

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し

を
行
い
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ

さ
い
。

圖
県
健
康

福
祉
政
策
課

四
0
4
3亠

・
2
3
4
8

●

人

権

啓

発

資

料

展

（
各

種

パ
ネ

ル

・
写

具
展

、
物

産
展

、

郷

土
芸

能
、

キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
シ
ョ

ー

ほ
か

）

日

時
：
八

月
2
5
日

倒
・
2
6日

㈲
午

前
1
0
時
～

午
後

５
時

（
2
6日

は
午

後
４

時
ま

で
）

会
場
・
：
幕
張

メ
ッ
セ
国

際

展
示

場

第
ハ

ホ

ー
ル

苣

甲
：
無
料

國
千
葉

県
健
康

倔
祉
政
策

課

昔
鵬

・
2
2
3・
2
3
4
8

●

人

権

問

題

講

演

会

日

時
・：
1
1月
2
5日

出
午

後

１
時
～

３

時

会

學
：
幕
張

メ
ッ
セ
コ

ン

ベ
ン

シ

ョ
ン
ホ

ー
ル

内

容
：
二

心

を
広

く
学

び
あ
う

」

講
師
：
女

優

・
中

野
良
子

氏

霍

具
：
人

百

人

（
抽
選
）

曹
用
・：
無

料

圃

Ｈ
月
1
3
日

丱
〔
必
着

〕
ま
で

に
、

往

狠
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
電

話
香

号
・
人

数

・
返

信
用

あ
て
名

を
記

入

し
て

、

〒
2
6
0
－
8
6
6
7

千

葉
県

健
康

福
祉

政
策
課

へ

●

人

権

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

日

時
・：
1
1月
2
6
日

冊
午
後

１
時

～

４
時

会

弔
：
幕
張

メ
ッ
セ
国

際
会

議
室

内
容

…
「
人
権

の
世
紀
」

を
実

現

す

る
た
め

に
～
心

の

バ
リ
ア

フ
リ

ー
を

め
ざ
し

て
～

（
コ

ー

デ
ィ

ネ

ー
タ
ー

＝
読
売

新
聞

社
編
集
局

次

長

・
田
中
正

人
氏

、

パ
ネ
リ

ス
ト

ー
同

志
社

大
学

教
授

・
安
藤

仁
介

氏

ほ

か

）

窖

貝
…

当

日

先

着

六

百

人

費

用
：

無

料

固

額
人

権

教

育

啓
発

推

進

セ

ン

タ

ー

容
0
3
・

り
Ｊ
５

０

３

・

９
り
１

’ｊ
Ｏ

●

ハ

ー

ト

フ

ル

コ

ン

サ

ー
ト

日

時
：
二
‥‥一
月
2
5
日

出
午

後
３

時

か

ら会

場
・：
幕
張

メ
ッ
セ
国

際
展
示

場

第

七
ホ

ー
ル

内

容
…
尾

崎
亜
美

、
白

鳥

英
美
子

乱
９
ト
ワ

エ
モ

ア

寉

貝
：
个

組

二
千

人
（
抽

選
、
託

児

施
設

あ
り
）

善
爾

無
料

圃
1
1
月
1
5
日

水
〔
必
着
〕
ま
で

に
、

往

狠
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
性

別

・
電
話
番

号

・
託
児

施

設

利
用

の
有

無

・
返

信
坩

あ
て

名

を
記

入
し

て

、

〒
1
7
0
－
0
0
0
4

車

只
都
豊
島
区

北
大

塚

一
の
ニ

ー

の
五
　

㈱
セ

レ
ス

ポ
内
（

Ｉ
ト

フ

ル
コ

ン
サ

ー
ト
Ｂ

係

（
0
0
3
・
５

９
７
４

・
1
2
3
1

）
　へ

■
動
物
は
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い一

度
飼
っ
た
動
物
は
、
最
後
ま
で

飼
う
の
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
も

し
、
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
飼
っ

て
く
れ
る
人
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
を
増
や
す
つ
も
り
が
な
い
場
合

は
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
ま
し

■

サ
ル

や
ヘ

ビ
な
ど

の
飼

育
は
許

可

を
受

け
て

く
だ
さ

い

千
葉
県

条
例
で
「
危

険
な
動
物
」
に

指
定

さ

れ
て

い
る
サ
ル

や

ヘ
ビ
な

ど

を
飼
写

場

合
は

、
知
事

の
許
可

が
必

要

で

す
。封千葉県動物保護管理協会では、犬猫

などの飼育動物について、専門の知識を

持った相談員が、健康管理やしつけの仕

方などの相談に応じます。

相談日…毎週月・木曜日午前10時～午

後3時

固封千葉県動物保護管理協会(千葉市中

央区長洲2の22 の6)昔043 －221 －2364

◆
指
名

手
配
被
疑

者
の

逮
捕
に
ご

協
力
を

指
名
手

配
被
疑
者

に
関

す
る
情

報
は
、
ど
ん
な
さ
細
な
こ
と
で
も
、

警
察
に
通
報
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★

「

事

件

か

な
」

と

思

っ

た

ら

迷

わ

ず

一

一
〇

番

を

★

犯

罪

に

つ

い
て

知

っ
て

い

る

こ

と

は

積

極

的

に
通

報

を

★

聞

き

込
み

捜

査
に

ご
協

力

を

★

被

害

に

あ

っ

た

と

き

は

必

ず

届

け

出

を

※

オ

ウ

ム

真

理

教

特

別

手

配

の

情

報

は

フ

リ

ー

ダ
イ

ヤ

ル

０

１

２

（
オ
ウ
ム
ー
十
四
時
問
Ｊ

〇

・

〇
〇
6
0
2
4

へ

眉
松
戸

警
察

署

昔
３６９

０
１

１
０

、

松
戸

東
警

察
署

登
3
4
9
・
0
1
1
0

松

戸

市

健

康

づ

く

り

推

進

協

議

会

を

開

催

1
1
1
1

月
2
2
日

水
午
後
１

時
か

ら
　

会

場

中

哭
保

健
福

祉
セ
ン

タ
上

二
階
会

議

室
　

傍
聴
定
員

先
着
六

人

※
議
題
等

は
お

問

い
合

わ
せ

を

畄
当

日
、
午

後
Ｏ

時
3
0分

か
ら
会

場

で
受

け
付

け

圜

保
健
福

祉
課
保

健
係

登
3
6
6
・
７
４

市

民

税

課

ア

ル

バ

イ

ト

を

募

集

期

間
平
成
1
3
年

１
月
1
5日

丱

～
４

月

６
日

窗

時
間

午
前
９

時
～

午
後

４

時

対
象
三

十
五

歳
ま

で

の
事
務

経
験

の
あ

る
人
お

よ

び
学
生
・
　
定
員

若
干

名

固
市
民

税
課

公
顛
・
7
3
2
2

圖
松
戸
税
務
署
法
人
訝
覩
第
二
幇
門

昔
3
6
3
・
1
1
7
1
内
線
4
2
1
～
4
2
3

再

生

自

転

車

を

販

売

１１一
月
1
9
日

㈲
～
2
1日

叫

午
前
８

時
3
0分

～
午

後
３
時

会
場

生
き

が

い
福

祉
セ

ン
タ

ー
（
下

図

参
照
）

販

売
台

数
四

十
台

（
売

り
切

れ
次
第

終
了
）
　

価
格
七
千
円

～

一
万

一
千

円園
池
松

戸
市

シ
ル

バ
ー
人
材

セ
ン

タ

１

登
捌
・
３

１
ｎ
ぴ
Ｉ

松戸の特産品の「矢切ネギ」は全

国的に有名で 、

高級料亭などで

も広く使われて

います。

ぜひ一度ご賞

味＜ださい。

町
名

地

番

が

変

わ
り

ま
し

た

1
0月
2
8日
か
ら
八
ヶ
畛

甲
央
土
地

区
画
整
理
事
業
地
区

お
よ
び
そ
れ
に

隣
接
す
る
地
区
の
一
部
の
町
名
地
番

が
変
わ
り
ま
し
た
。

※
同
時
に
区
画
整
理
地
区
内
の
登
記

関
係
事
務
が
閉
鎖
さ
れ
、
一
般
登

記
は
換
地
処
分
の
登
記

が
完
了
Ｔ

る
ま
で
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

八ケ

崎
・

千駄

堀
の

各一

部

変更

地
区

ハ

ケ崎

三
丁
目

ハ

ケ崎

五
丁

目

八ケ

崎六

丁
目

八ケ

崎七

丁
目

八ケ

崎八

丁
目

新

町

名

圖
都

市
整

備
課
管
理

係

登
3
6
6
・
７
３

７
５

、
地
域

振

興
課
町

名
整

備
係

登

3
6
6
・
7
3
1
8

固
松

戸
北
郵

便
局

総
務
課

昔
3
4
1
・
７

交
通
・
：
五
香

駅
東

口
か
ら

新

京
成

バ

ス
乗

車

、
新
栄

町
入

口
下

車

申込期限12 月18 日㈹まで

引き渡し 一発送12 月5日叫～25 日㈲

価格

(送料別)
申し込み先

ふるさと

便・矢切

ネギ

泥ネギ葉

つきﾜkg

2,000円

松戸市農協経済

センター

a341- 引 引 ま

たは同農協各支

店へ（土 一日曜

日 、祝日を除く）

公
文
書
公
開
制
度

が
増
え
、
ほ
か
の
公

園
利
用
者
が
迷
惑
し

て
い
ま
す
。
大
の
散

歩
や
運
動

の
際
は
、

必
ず
引
き
綱
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

期　日 会　場

11/22 伽 流山市文化会館

2頓
鎌ケ谷市総合福

祉センター

12/ 5 ㈹ 松戸市民会館

期
間
1
2月
下
旬
～

平
成
1
3年
１
月
上
旬

内
容
郵
便
物
の
区
分

※
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
・
申
し
出
文
書
件
数
は

八
十
件

開
示
請
求
の
受
け
付
け
は
、

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
ヘ

示
請
求
者
か
ら
六
件

の
異
議
申
立
て

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
施
機
関
別
の
決
定
状
況
、
異
議

申
立
て
の
処
理
状
況
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

幕
張
メ
ッ
セ
で 人

と
動
物
が
仲
良
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

動物の飼育管理の電話相談犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

年
末
調
整
等
説
明
会

松
戸
北
郵
便
局
「
年
末
年
始
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
」
を
募
集

ふるさと便・松戸特産のネギ

を販売

※時間午後1時30分～4時

※吝会場とも、車での来場

はご遠慮＜ださい。



21世紀を拓く

～市民から市民へ～

女性センター開設20周年記念・アクションゆう策定記念

ゆう
フェスタ200

0会期11 月23日(祝)～29 日(水)
会場 女性センターゆうまつど

男女共同参画社会の実現をめざして「ゆうまつどフェスタ2000 」を開催します。

今年は、女性センターゆうまつどが、婦人会館として開館以来20 周年を迎えること

から、記念すべき祭典として一般公募の実行委員の企画によるイベントのほか、市民

の自主企画など多彩な催し物を1週間にわたり展開します。

21 世紀を自分らしく輝いて生きていくために、性や世代の違いをこえてともに集い、

学び、語り合いましょう。

あなたなら、どれに参加してみたいですか。ご来場をお待ちしています。

圖女性センター23364-8778

主催：ゆうまつどフェスタ2000 実行委員会、男女共同参画学習グループ、松戸市

※イベントには事前に申し込みが必要なものがあります。

※フェスタ期間中は一時保育(2 歳以上)を用意しています。希望者は11 月16 日困

までに、電話で女性センターへお申し込みください。

フェスタ２０００実行委員会主催イベント

女 性セ ンター ゆう まつど…学 習 、相 談 、情

報提供 、交流な どの 活動拠点とし て 、だれ

も がそ の個1哩と 能力を十 分に 発揮し 、いき

い きと豊 かに暮ら せる 社会をとも につく る

男 女共 同参画社会の実 現を めざし てい ます。

会場案内図

交通松戸駅西口から徒歩５分（県道松戸

野田線沿い）

※駐車場はありません。電車・パスをご

利用＜ださい。

市民フォーラム「もっとホンネで語りたい“女と男”」

口第1 部：ワークショップ「“アクションゆう”つてナーニ ？」

（13:00 ～15:00 ）　費用無料

（第1次男女共同参画推進協議会）

口第2 部：「女性議員と話そう」

（15:10 ～17:00 ）　費用無料

（女性市議会議員・県議会議員）

２０周年記念手作りパーティー［申し込み制］

（1ﾜ:00 ～18:00 ）　費用500 円

市民フ ォーラムコー

ディネーター・船橋

邦子さん（大阪女子

大学教授）

申し込み11 月ワ日火午前9時から、電話で女性センター公36 ∠卜･8ﾜﾜ8 へ

エ ン デ ィ ン グ イ ベ ン ト

’仲間の輪を広げよう！（女性センター運営委員会委員有志）

口講演会とボランティア情報交換会（10:00 ～11:45 ）

テーマ「ボランティア仲匱の輪を広げよう 凵 ～ともに

アクション女と男　 講師聖徳大学教授・松下倶子さん

費用無料

口ゆうまつどミニコンサード（11:50 ～12:30 ） 松下倶子さん

パート1 「ジャズでないサクソフォーンの魅力」 出演鈴木慶子さん（サ

クソフォーン）、片山泰子さん（ピアノ）

パート２「歌のお＜リもの～21 世紀の風を感じるあなたへ」　出演下山

田操さん（ソプラノ、原賀悦代さん（ピアノ）

費用無料

「ゆうまつどフェスタ」パネル展

ロコミックにみる「女性と仕事」展（9:00 ～21:00)

内容女優・弁護士・スタイリスト・○匚など、いろいろな分野で働＜女

性たちを描いた漫画を通じて、働く女性の意識や働き方、社会の変化が

見えてきます（女性と仕事の未来館所蔵）　費用無料

青年講座「あなたのイメージカラーを見つけません

か～カラーコーディネートレッスン〔全4回〕

服選びからお部屋のコーディネートま

で、日常生活のあらゆる分野で応用でき

る「色彩の基礎」を学習し 、生活のゆと

りを取り戻しましょう。

日　時 会　場 内　　 容

11/22 ㈲

午
後
ワ
時
～

９
時

市民会館

やさしい色彩学

29 冰）
パーソナルカラー

と配色

12/ 6 ㈲
京葉ガスト

松戸第2ビ ル

自分らしい色と形

13團
こ れからのカラー

コーディネイト

講師カラーコー

ディネーター・山

川やえ子氏　対象

18～30 熾の人　定

員先着拓人　費用

1,500円（教材費）

私らしく、あなたらしく～はじめの一歩
■分科会（13:00 ～ 拓:00 ）

ロワークショツプ1 「ジェンダーで遊ぼう！」

助言者竹森茂子さん（ウィメンズ ーアート ーワー

タ ラップ ・マム”）

内容固＜なった心と身体をほぐし 、ありのままの

自分になり 、みんなでお芝居を作ってみましょう

ロワークショツプ2 「本当に働きたいの？どうして働

けないの ？～自分の心を見つめてみよう」

助言者辻智子さん（早稲田大学講師）

内容働きたい女性の働くことを阻むものは何かを

考えます

ロワークショツプ3 「おんなのこってなあに ？おとこ

のこってなあに ？～絵本で楽しむジェンダーフリー」

助言者草谷桂子さん（作家）

内容絵本や紙芝居を楽しみな がら 、今までとは一

味違った魅力の主人公たちに出会ってみませんか

・ 全体会（15:DO ～16:00 ）

内容各分科会の報告と意見交換

※いずれも費用は無料です。

申し込み11月7日(火)午前9時から、電話で女性センター0364-8「ｱﾜ8へ

残したい日本の音風景百選（環境庁

認定）～矢切の渡しと柴又帝釈天を

訪ねて

晩秋 の音 環境

につ い て柴 又帝

しゃくてん釈 天 一矢切 の渡

し を訪 ね 、耳を

ぱんしＪう澄 ま せ梵 鐘 の音

・参;首rｎ書 ・壬

漕ぎ船の音などを探しながら散策します。

11月21 日脚〔雨天の場合は22 日團〕午

前10 ㈲集合、午後2時30 分解散予定　集合

場所市役所新館７階会議室　対象市内在住

の人　定員先着20 人　費用矢切の渡し代、

大人100 円

※昼食は帝釈天仲見世または弁当持参で

圃11 月６日麿午前9眄から、電話で環境保

全課≪366ﾜ33 ワヘ

竹
森
茂
子
さ
ん

辻

智
子
さ
ん

草
谷
桂
子
さ
ん

青少年会館の楽しい講座

国際交流事業｢ アジア文化体験～ベトナムの舞踊

と料理｜

①舞踊…11 月26 日(日)午後5時～6Bt30 分､②料理…12

月３日日午前10 時～午後1時 会場女性センターゆうまつ

ど　内容料理や舞踊を体験し 、話を聞きながらベトナム

の文化や生活の一端に触れる　講師①ダッタンハット舞

踊グループ②メコンセンター所属、ミン・ハー氏 定員

②のみ先着20 人　費用①無料②1,000 円( 材料費)

青年講座「異文化 体験～ペル ー・スリランカ・

イランの家庭料理 ＆踊り」

11月25 日月2 月2日・９日の土曜日午前10 時～午後2

時〔全3 回〕 会場市民会館　講師まつど国際文化大使・

敦賀カルメン氏（ペルー）、Ｌ・Ｒテラニー氏（スリラン

カ）、アミール・ザルカミ氏（イラン）　定員先着20 人

（18～30 歳の人を優先）　費用3,000円（材料費）

風をおこそう まつど

オープニングイベント
11

/2

3

(祝

)

11

/2

9

(水

)

11/23(祝)

～29(水)

11/

25

(土)

いずれも電話で青少年会館S344-8556 へ



第４６回松戸市七草マラソン大会の参加者を募集

市民の皆さんが個々の体力に応じ、適

したスピードで走り、完走の喜びを味わ

うことのできる健康づくりを目的にマラ

ソン大会を開催します。1年の健康を祈

って、親子で、また学校や職場の仲間と

ー緒に走ってみませんか。

日時平成陷年1 月ワ日(日)午前８時～８

時30 分受け付け( 開会式8時∠tO分から)

会場運動公園陸上競技場

圃12 月５日火〔消印有効〕までに、所定

の用紙〔市内体育施設( 運動公園・小金

原体育館・常盤平体育館・柿ノ木台公園

体育館)、支所、市民センター、市役所

本館 一新館玄関で配布] に必要事項を記

入して、参加費を添えて郵便振替でお申

し込みください。

※当日の申し込みはできません。車での

来場はご遠慮ください。

靄スポーツ課S363-92 ∠囗

松戸市七草マラソン大会種目一覧表

種　　 目 スタ ート時間 対　　 象 費用

ファミリー　2km の部

午前9 時30 分

午前9 時50 分

保護者と小学卜2 年生 2,000 円

小学男子3 ・4 年　2km の部 小学生の男子（3 ・4年生） 500 円

小学女子3 ・4 年　2km の部 小学生の女子（3 ・4年生） 500 円

小学男子5 ・6 年　2km の部 小学生の男子（5 ・6年生） 500 円

小学女子5 ・6 年　2km の部 小学生の女子（5 ・6年生） 500 円

中学男子　　3km の部 中学生の男子 い年生） 500 円

中学女子　　3km の部 中学生 の女子（1 ・2・3 年生） 500 円

中学男子　　5km の部

午前9 時55 分

中学生 の男子（1 ・2・3 年生） 500 円

一般男子　　5km の部 大学生 ・一般男子 2,000 円

一般女子　　5km の部 大学生 一一般女子 2,000 円

高校男子　　5km の部 高校生の男子（卜2 ・3 年生）1,500 円

高校女子　　5km の部 高校生の女子（1 ・2・3 年生）1,500 円

一般男子　10km の部

午前10 時5分

大学生 ・一般男子 2,000 円

一般女子　10km の部
高校生の女子（卜 ２ べ8年生）1,500 円

大学生 ・一般女子 2,000 円

高校男子　10km の部 高校生の男子（1 ・2・3 年生）1,500 円

～松戸では８時になったらおはなし

タイム～

日　時 会　場 プログラム

11/11 出

午後IE持～3 時30 分
青少年会館

おはなしフェスティバ

ル2000 ～特別プログラ

ム（1頁参照）
12斜

午前11 時～午後3B30 分

15 ㈲

午後3時～3 時30 分
小金分館

絵本「てんぷく　 ちふ

＜」ほか

16困

午後3時～4 時
矢切公民館

アニメーション

人形劇

22 ㈲

午後3時30 分～4 時
図書館本館

絵本「 てんぷく　 ちふ

く 」ほか

※アニメーション「じてんしゃにのる　ひとまねこざる」

人形劇「アラジンとまほうのランプ」

※図書館利用カードをお持ちになれば､ 本が借りられます。

※靴を入れるビニール袋を持参してください。

※電話でおはなしが聞ける「でんわおはなしキャラバン」

昔3ﾜﾜｰ0000 もご利用ください。

圜市立図書館S365- 引 巧

松戸市立病院開設５０周年記念祭を開催
松戸市立病院は、開設50 周年を迎え、記

念行事を催します。市民の皆さんのご来場

をお待ちしています。

日時…11 月26 日(日)午前９時～正午

会場…松戸市立病院１号館１階外来待合室

(松戸市上本郷4005)

費用…入場無料

固市立病院総務課総務係c363-21 刀 松戸市立病院の沿革

松戸市立病院は、昭和25年11 月に市

内小山に松戸市国民健康保険病院とし

て、診療科目５科、病床数25床で発足

し、昭和42年９月に国保松戸市立病院

として現在地に移転しましたＯ今では、

診療科目20科（内科、外科、小児科、

産婦人科、整形外科、麻酔科、小児外

科、皮膚科、神経内科、循環器科、眼

科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、脳神経外

科、放射線科、リハビリテーション科、

心臓血管外科、消化器科、形成外科、

精神科）、はかに新生児科、救急部を設

け一般病床数623床の東葛北部120 万人

の中核的病院として市民をはじめ、東

葛北部地域の皆さんの診療にあたって

います。

また、第３次救命救急センター、新

生児緊急収容車や院内学級（ひまらや

学級）を備えた小児医療センター、千

葉県災害拠点病院などを特色とし、高

度医療を提供しています。

催し 物 内　容

高齢者・介護コーナー
車いす体験、介護用品の

展示等

成人病・健康相談コーナー各種相談

救急災害医療コーナー 救急七生の体験、指導等

薬局コーナー
薬の相談 、ビデ オによる

薬の飲み方等

バザーコーナー バザー

ゆうまつどフェスタ2000
他のイベント日程(11/24(金)～28(火)

日　時 イ ベント名／内 容等（主催者 等）

11/24 ㈲

25 ㈹

10:00～

11:30

セミナ ー「あな たのライフプランにどうぞ～成年後見制度等の活用につい

て」 費用無料　　　　　　　　　　　　　　 （飭松戸市社会福祉協議会）

10:00～

12:00

セミナ ー「 私らし い働き方を見つけよう～ライフプラン ・キャリアプ ラン

の立て方」　講師㈱キャリアネットワ ーク・安藤博子さん　費用無料

（縺21 世紀職業財団千葉事務所）

10:00～

守00

料理実習と演奏会「アジア料理と馬頭琴で楽し む国際交流」 定 員先着30

人　費用1,000 円

圉11 月ワ日（火片 前9 時から 、電話で拊松戸市国際交流協会25366  ―ﾜ310 へ

守00 ～

15: 拓

セミナ ー「起業へ向けて、サスタート………走こ業 一事業展開のための助成制度」

講師ワーキングウーマン研究所 りﾋ 村律子さんほか　定員先着ﾜ5 人　費用無料

圃11 月ワ日叫午前9 時から 、電話で商工観光課H366 一一ﾜ32ワヘ

（県東葛飾支庁商工労政課・市商工観光課）

柘二裕～

1ﾜ:00

相談「事業展開のための相談会」　費用無料

（県東葛飾支庁商工労政課・市商工観光課）

19:00～

21:00

健康体操「女性のためのリフレッシュ体操］　費用無料

（松戸市健康体操連盟サークルあすなろ ）

9:30～

12:30

料理実習「超初心者向け男の料理教室］　定員先着2∠↓人　費用ﾜ00 円

圃 Ｕ 月ワ日㈹午前9時から､ 電話で全国友の会松戸支部・窪川Q384-1294 へ

10:00～

万 〇〇

健康相談「健康が支える いきいき生活」　相談員市保健婦　費用無料

（保健福祉課）

10:00～

辺:00

セミナ ー「慟＜女性が知っておきたい年金・税金 一保険の知識」 講師東

京税理士会・伊藤佳江さ ん　費用無料　（厨21 世紀職業財団千葉事務所）

26(日)

10:00～

12:00

ワ ークショップ「遊・YOU ・言う『アクションゆう 』～話そう　 語ろう

女と男］　助言者青山学院女子短期大学講師・藤田和美さん　費用無料

（まつど女性会議）

10:00～

巧:00

講演会とワークショップ「自己決定権と女性のから だ」 講師「いいお産

の日］実行委員長 一永田芳枝さん　費用無料

（ラ・レ ーチ エ・リーグ松戸）

13:00～

16:00

シンポジウム「その後の介護保険～そして女性は」　費用200 円

（松戸市の福祉を考える 会・まつど女 性会議）

13:00～

15:00

ワ ークショップ「寺子屋“あい・ゆう塾 ”～こ れからの時ｲ弋の女と男」

定 員先着35 人　費用無料

圃11 月ワ日㈲午前9 時から 、電話で「あい・ゆう会」・清水昔3∠16-0「ｱﾏ9へ

13 二30～

15:30

講演会「名作にみるロマン スと女の友情～『ジェーン ・エア』を読む」

講師早稲田大学教授・小 林富久子さ ん　費用無料　　　　 （あ かねの会）
一一一一一一一一

口:00 ～

18:30

お 話と舞踊「アジア文化 体験～ベトナムの舞踊」　費用無料

（青少年会館）

27 ㈲）

10:00～

12:00

ワ ークショップ「新米ママの井戸端会議～赤ちゃん誕生！そこ から事件は

始 まった」 助言者中里えみ子さん　対象1～2 歳児の親子　定員25 組（抽

選） 費用無料

圃 往復ハガ牛に住所・氏名・電話番号・お子さんの氏名・年齢を記入して 、

f2 ット00 引 松戸市本町 膕の10 女性センター気付　まつど一時保育ネッ

トワーク「カンガルー」 へ

10:00～

13:00

料理実習「カルシウムうどんを食べてエンパワ ー 冂　 定員先着24 人

費用300 円

圃 Ｕ 月ワヨ㈹午前9時から、電話で松戸市消費者の会・文入容38ワー9263 へ

①13:00

～15:30

②18:30

～20:30

ビデ オ鑑賞 と話し合い「ビデ オシアター」

内 容①「こ どものし つけ等」②「女人 、四十｡」　費用無料

（まつど女性会議）

1∠に00～

16:00

講演会「知って 得するこ れからの人生～ 結婚・離婚・家族をめぐる法律知

識」　講師弁護士 ・堀川 末子さん　費用500 円

（グループ ・くらし の情報ゆう ）

28 ㈹

10 二00～

12:00

講演会｢ こころと言葉のいい関係～ロ ールプレ イで学ぶ自己主張｣

講師心理カウンセラー・松田知恵さ ん　定員先着∠LO人　費用無料

圉11 月ワ日(火)午前9 時から 、電話で公民館B368 ―1214 へ

①10:00

～13:00

②13:00

～16:00

料理実習と木彫り体験「アイヌの伝統文化を学ぶ①アイヌの食文化②アイ

ヌの民芸」　定員吝先着25 人　費用吝≒000 円

圃11 月ワ日火午前9 時から 、電話で市民相談課Q366 一ﾜ319 へ

守30 ～

16:00

シンポジウム「痴ほう高齢者の生活を学ぶ」費用300円

（グ ル ープ ホ ー ム検 討 会 ）

13:30～

16:30

展示・相談・遊びコ ーナー「地域で育てよう 子育て の輪」　費用無料

（ まつどフ ァミリーサポートセンタ ー）

捏:00～

19:00

ワークショップ「ジェンダーフリーをめざし た保育～ふりーせる保育」

費用無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ｲ呆育課）

JＲ北松戸駅から徒歩 ｍ 分または新京成バス「県

立松戸高校亅 行きで「市立病院前」下車。

新京成上本郷駅から徒歩10 分
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。

市
で

は
皆

さ

ん
と

一
緒

に

求
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
姿
を
考

え
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん

で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

圈
ス
ポ
ー
ツ
課

昔
3
6
3
・
9
2
4
1

11/14(火)

個
人
市
政
見
学
会

参
加
者
を
募
集

集

合
時

間
お
よ

び
場
所
：

牛

前
９

時

3
0分

市
役

所
正

面
玄

関
集

合
、
午

後

３

時
3
0分

解
散

予

定

見

学
コ

ー
ス
・：
市

役
所

～
博

物

館
～

和

名

ケ
谷

グ
リ

ー・
ン

セ
ン

タ

ー

（
昼

食

と
見

学
）
～

消
防

局
～
市
役

所

定

員
・：
先

着
二

十

二
人

（
申

し

込

み

が
三
人
以

下

の
場

合
は
中

止
し

ま
す
）

持
ち
物
・
：
昼
食

（
食

堂

等

は

あ

り

ま
せ

ん
）

眥

巾
：
無

料

※
マ
イ

ク

ロ
バ

ス
で

各
施
設

を
回
り
ま
す

。

畄
電
話
で
広
報
課
登
3
6
6
・
7
3
2
0

へ

※婦人グループ遽絡会作品展　11 /23M ～29 伽午前9時～午後5時

(婦人グループ連絡会)

おはなしキャラバンの11 月催し



［
］
自

宅

の

耐

震

相

談

‥日
月
1
6
日
出

午
前
1
0
時
～

午

後
４

時
　

会
場

新

松
戸
市

民
セ
ン

タ

ー

内

容
木
造

住

宅
の
簡

易
耐

震
診
断

・

補

強
方
法

の

相
談
　

費
用

無
料

※
自
宅
の

平

面
図

（
間
取

り
図

）
等

を
必

ず
ご

持
参

く
だ

さ
い

。

※
次
回

は
常

盤
平

・
六
実

・
東

部
地

区
の

予
定

で
す

。

Ⅲ

電

話
で
建
築

指
導
課

構
造
設

備
係

昔
3
6
6
・
7
3
6
8

へ

［
］
朗

読

を

き

く

か

い

‥囗
月
８
日

困

午
前
1
0
時
火

日
時
3
0

分

会
場
ふ

れ
あ

い
2
2
（
健
康

福
祉

会

館
）
　

内

容
松

戸
朗

読
奉
仕

会
会

員

に
よ

る
朗

読
「

梅
雨
の

晴
れ

間
」

北

原

亜
似
子

著
ほ

か
　

対

象
障

害
者

手

帳

を
持

つ
で
い

る
人
お

よ
び

そ
れ

に

準
ず

る
人

（
付

き
添

い
の
人
と

一

緒

の
参
加

毛

可
）
　

費
用

無
料

圈

障

害
者
福
祉

セ
ン

タ
ー

（
ふ

れ
あ

い
2
2
内

）
ａ

甼
7
1
1
1

隰
幵

7
8
1
0

「
」
外

国

人

の

た

め

の

人

権

相

談

１１

月
箍
日

㈲

午
後
２

時
～

５

時

会
場
千

葉

県
弁

護
士

会
館
（
千

葉
市

）

内
容

在
留

資
格

△

般
民

事

・
労

働

関
係

・
家

事
等

に
圈

す
る

相
談
　

取

扱
外

国
語
中

国

語

厂
タ
ガ
ロ

グ

語

・

ペ
ル

シ
ャ

語

・
ス
ペ
イ

ン

語

・
英

語

定

員
当
日
先

着

二
十
人
　

持
ち

物
パ

ス

ポ
ー
ト

・
給

与
明

細

・
事
実

経
過

を

記
載
し
た

メ

モ
等
　

費
用

無

料

※
皆
さ
ん

の
お

近

く
の
外

国
人

に
お

知
ら
せ

く
だ

さ
い

。

圖
千

葉

県
弁
丿
壬

会
ｓ
0
4
3
2
2
7
・
８

［
］
税

の

無

料

相

談

曷
月
曷
日
出

・
1
2日
⑤
午
前
1
0畤

～
午
後
４
時
　
会
場
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
松
戸
店
六
階
パ
テ
ィ
オ

圜
恵
只
地
方
税
理
士
会
松
戸
支
部

容

6
6・
2
1
7
4

3
【
】
盲

導

犬

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

１１

月
1
2
日

射
午

前
卜

時
～

午
後
八

時
　

会
場
伊
勢

丹
松
戸
店

前
広

場
〔
雨

天

の
場

合

は

一
階
エ

レ

ベ

ー
タ
ー

ホ

ー
ル
〕
　

内

容
盲

導
犬
ユ

ー
ザ
ー

に

よ

る
講

話
と

室
内

楽

・
ジ
ャ

ズ
バ
ン

ド
演
奏
　

費
用

無
料

※
コ
ン

サ

ー
ト

の

ポ
ラ
ン

テ

ィ
ア

ス

タ
ッ

プ
を
募

集
し
て

い
ま

す

。

猖
盲

導
犬
を

普
及
さ
せ

る
会

事
務

局

△
作
浄

公
3
8
7・
4
3
2
2

［
］
ウ

ォ

ー
ク
ラ

リ

ー
～

児

童

館

周

辺

を
探

ろ

う

川
月
2
5日
出

午
前
９

時
3
0分

～
正
午
　
コ

ー

ス
常
盤
平
児
童

福
祉
館
周
辺

定
員
先
着
十
組

（
二
～

五
人

の

グ
ル

ー
プ

で
）
　
費
用

無
料

圃

参
加

者
全

員
の

氏
名

・
住
所

を

電

話
で
常

盤
平
児

童

福
祉
館

四
叩
3

3
2
0

へ

（
月
曜

休
館

）

［
］
史

跡

め

ぐ

り

川

月
1
2日

脚
午

後
１

時
国
立

精

神

神
経
セ

ン
タ

ー
国

府
台

病
院

前
集

合

（
松
戸

駅
西
口
か
ら

市
川

駅
行

き
バ
ス

で

国
立

病
院

下
車

）
、
午

後
４

時
3
0
分

解
散
予

定

〔
小

雨

決
行

〕
　

コ

ー

ス

膳

ｙ
寺
～

里

見
公

園
～

下
総

国
分

僧

寺
と
尼

寺
～

弘
法

寺
ほ

か
　

費
用

三

百
円

（
当
日

集
合

場
所

で
）

固

松
戸

史
安

下

神
尾
S
3
4
1・
2
4

5
8

（
夜
間

の
み

）

［
］
無

料

法

律

相

談

‥
‥
月
‥
‥
日

出
午

後
１

時
3
0
分
～
４

時
　

会
場
千

葉
県

弁
護

士
会

松
戸

会

館

（
松

戸

一
三
三

六
）
　

対

応
者

県

弁
護
土

会
松

戸
支

部
所

属

弁
護
士

定
員
先

着
十

五
人

圃
１１

月
６

日

㈲
午

前
1
0
時

か
ら

、
電

話
で
千

葉
県

弁
護

士
会

松
戸

会
館

昔

脯

‐
6
6
1
1

へ

３

【
】
パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス1
1月
1
7日

㈲

午
後
１

時
3
0
分
～
３

時
3
0分
　

会
場
女

性
セ

ン

タ
ー
ゆ

う

ま
つ
ど
　

内
容

パ
ー
ト

で
働

く
と

き

に
知

っ
て

お
き
た

い

制
度

（
社
会

保

険

・
税
金

等
）
　・
法

律
な
ど
　

定

員

先
着
七

十

人
　

費
用

無
料

※

個
別

相

談
も

あ
り
ま

す

。

圃

電
話
で
松

戸
公
共

職
業

案
定
所

昔

4
8・
6
1
0
0

へ

３【
】
喜

楽

家

チ

ャ
リ

テ

ィ

ー
企

画

「
現

代

国

際

巨

匠

絵
画

展

」

‥日
月
1
8日
出
～

2
0
日

㈲

午

前
1
0

時

～

午

後

ワ

時
　

会

Ｅ
万
二

「
エ
ー

オ

ー

にヌ

［
］
無

料

調

停

相

談

１１

月
糒
日

㈲
午

前
1
0
時
～

午
後
３

時
　

会
場
市

民
会

館
　

内
容

金
銭

・

不
動

産

・
近

隣

な
ど
と

の
ト

ラ
ブ
ル

・
夫

婦
や
親

子
関

係

・
相
続

等
　

対

応
者
千

葉
地

方

・
家
庭

裁
判

所
松
戸

支
部

調
停

委
員

※
電

話
で

の
相

談
は
受

け
ら

れ
ま
せ

ん

。
訴
訟

・
調
停
中

の
事

件
は
ご

遠

慮
く
だ

さ

い
。

匳
千

葉
地

方

・
家

庭
裁

判
所
松

戸

支

部
庶

務
課

音
叩
5
1
4
1

【
】
七

カ
国

語

で

話
そ

う

①
１１
月
曷

日
㈹
午
後
ら

時
3
0分
～
８

時
3
0分
②
1
6

日
困
午
前
1
0

時
3
0分
～
午

後
○
時
3
0分

③
1
9
日
紂

午
後
２

時
～
４

時

会
場

①

市
民
会

館

②
新
松
戸

市
民

セ
ン

タ

ー

③

森
の
ホ

ー
ル
２１
　

内
容

講
師
や

メ
ン

バ

ー
の
体

験
に

基
づ

き

、
こ
と

ば

の
自
然

習

得
に
つ

い
て
分

か

り
や

す

く
話
す
　

費

用
無

料

※
保
育

あ
リ

（
無
料

・
要
予

約

）

圖
ヒ

ッ
ポ

フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
ラ

ブ
松
戸

・
岩
佐

登
湖

・
4
7
6
2

［
］
ジ

ャ

ズ
ダ

ン

ス

体

験

レ

ッ
ス

ン
１１
月
ｍ

日

当

日
・
2
4日
の
各
金

曜
日
午
前
ｍ

時
～
正
午
　
会
場
森
の

ホ
ー
ル
2
1
　対
象
女
性
　
費
用
一
回

千
五
百
円

匣
電
話
で
ダ
ン
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
2
1・

藤
平
公
3
9
5
・
4
3
3
5
へ

［
］
ク

リ

ー

ン

ウ

ェ

イ

ス

ト

千

葉

二

〇

〇

〇

（
産

業

廃

棄

物

適

正

処

理

推

進

大

会

）

１１

月
ｍ

日

銜
午

前
1
0時

～
午

後
１

時
　

会

場
青

葉
の

森
公
園

芸
術

文
化

ホ
ー
ル
（
千

葉

市
）
　
内

容
演

劇
「
責

任
者
出

て
こ

い
」
　

定

員
先
着

二

百

人
　

費

用
無

料

匣
１１

月
６

日

㈲
ま

で
に

、
電

話
で

齟

千

葉
県

産
業

廃
棄

物
鉋

芸
0
4
3・
2
4
6

･　Ｃ
Ｄ
 」Ｏ
ＣＯ
*―
へ

【
】
竹

炭

を

つ

く

ろ

う

１１

月
1
9日

吻
午

前
９

時
3
0分

～

午

後
２

時
3
0
分

会

場
市
内

広
場

采

定
）
　

内
容

人
気

の
詣

曾

竹
ば

し

を
作

る
　

定
員
先

着

五
十

人
　

費

用

千

円
圃
電

話
ま
た

は
フ
ァ

ク
ス
で

、
松
戸

子
ど

も
劇
場

・
藤

田
｛
一一
隰
叩

９
１

［

］
東

葛

飾

高

校

成

人

特

別

入

学

者

選

抜

願

書

等
交
付
１１

月
６

日

㈲
か

ら

申
込

期
日

平
成
1
3
年
２

月
９

日

窗

・

旧
日

㈹

・
膕
日

㈲

検

査
日

平
成

畑

年
２

月
2
7
日
㈲

会

場
県

立
東

葛
飾

高
校
　

内

容

面
接
と

作
文
に

よ

る
検

査
　

対
象

中
学

を
卒

業
し

て
平

成
1
3

年
３

月
3
1
日

時
点
て

満
二

十
歳

に
達

し
て

い

る
人

※
詳
細

は
お
問
い
合

わ
せ

く
だ
さ
い

。

圖
呈

立
東

葛
飾
高

校

登
０

４
ワ

ー

・

ヤ
4
2
7
1

【
】
ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

を

募

集

活
動
時
間
月
～

金
曜
日
午
後
１
時

か
ら
、
第

∇

三
・
五
土
曜
日
午
後

ｏ

時
3
0分
か
ら
、
第
子

匹
土
曜
日

午
前
1
0時
か
ら
、
い
ず
れ
も
午
後
５

時
3
0分
ま
で
　
活
動
場
所
は
な
ま
る

く
ら
ぶ

（
五
香
西
六
の
六
の
七
）

活
動
内
容
障
害
の
あ
る
子
ど
も
だ
ち

と
の
遊
び

圜
は
な
ま
る
く
ら
ぶ

公
3
8
6
・
2
0
2

8
（
活
動
時
関
内
）

［
］
介

護

保

険

一

一

〇

番

介
護

に
関

す
る

悩
み

、
相
談

を

電

話
で
受

け
付

け
ま

す
。

１１

月
纐
日

㈹
＝

新
松
戸

診
療

所

豊

3
4
3
・
９

２
８

５

、
巧

日

㈲
＝
や
お

ら

杰

宍

金
ヶ

忤
）ａ

平

‐
‐
８

１
２

、

各
午

後
３

時
～

８

時
　

費
用

無
料

固

社
会

保
障
推

進
松
戸

市
協
議

会

容

83
6
．
ワ

ワ
０

０

［
］
あ

か

し

あ

学

童

ま

つ

り

１１

月
1
9日
日

午

前
1
0
時
～

午
後
３

㈲
　

会
場
お

か
し

あ
公

園
（
新
松

戸
）

〔
雨
天

時
は

学
童

前
広
場

〕
　
内

容
バ

ザ
ー

・
模
擬

店

こ
鐙
び
コ

ー
ナ

ー
ぼ

か団

あ

か
し

あ
学
童

保
育

所

昔
3
4
4
・
２

時
　
会
場
六
実
小
学
校
体
育
館
　
内

容
模
擬
店
・
バ
ザ
ー
・
遊
び
コ

ー
ナ

ー
ほ
か

固
ひ
ま
わ
り
学
童
保
育
所
ａ

聯
0

2
0
6

［
］
ひ

ま

わ

り

第

二

学

童

ま

つ

り

１１

月
1
9日
日

午

前
1
0時
～

午

後
２

時

〔
雨

天
決
行

〕
　

会
場

高
木

第
二

小

学
校

校
庭

・
体

育
館
　

内

容

模
擬

店

・
バ

ザ

ー
・
ゲ

ー
ム

ぽ
か

固

ひ
ま

わ
り
第

二
学
童

保
育
所

登
3
8
5

・
5
6
7
0

［
］
わ

か

ば

祭

１１

月
1
2日
日

午

前
1
0
時
～

午

後
３

時
　

会
場

わ
か
ば

園

（
金
ヶ

作

）

内
容

も
ち
つ

き

・
バ
ザ

ー

・
作

品
展

示

販

売

・
模

擬
店
ほ

か

匱

小
金

わ

か
ば
苑

・
町
田
ａ

胛
5

5
1
1

【

】
ひ

ま

わ

り

学

童

ま

つ

り

‥囗
月
1
9日

紐

午
前
1
0
時
～

午

後
２

［
］
目

の

不

自

由

な

人

に

「

声

の

広

報

ま

つ

ど

」

を

届

け

ま

す

月
三

回
発

行
し

て
い

る
「

広
報
ま

つ

ど
」

を

、
松
戸

朗
読
奉

仕

会
の

ご

協
力
に

よ
り

、
そ

の
内
容

を

カ
セ

ッ

ト

テ

ー
プ
に

吹
き

込
ん
で

お

届
け

し

て

い
ま

す

。
ご
家

族
や

ご
近

所
の
人

で

、「
声

の
広

報
ま
つ

ど
」
を
希

望
す

る
人

が
い
た

ら

、
ぜ
ひ

教
え

て
あ

げ

て

く
だ

さ
い

。

対
象

視
覚

障
害

者

（
障
害

者
手

帳

一
級

か
ら
六

級
ま

で

を
持

っ
て
い

る

人

）
　

費
用

無
料

固

障

害
者
福

祉
セ
ン

タ
ー

（
ふ

れ

あ

い
2
2内

）
　四
叩

？
１

１
１

［
］
事

業

プ

ラ

ン

評

価

事

業

を

募

集

内
容

企
業

の

事
業

計
画
書

作
成

に

つ

い
て

の

専
門

家
に
よ

る
ア

ド
バ

イ

ス

、
評
価
　

対
象

中
小

・
ペ
ン
チ

ャ

ー
企

業
等
　

定

員
五

社
程
度
　

締

め

切

り
１１

月
1
0
日

窗

費
用

無
料

※
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

。

※
申

し
込
み

書

は
商
工

観
光

課
に

あ

り

ま
す

。

固
助

千
葉
県

産
業

振
興
セ
ン

タ

ー
東

葛
テ

ク
ノ
プ

ラ

ザ
事

業
推
進

課

・
朧

九

登
０

４

？
１

・
3
3
・
0
1
3
9

［

］
国

立

秩

父

学

園

附

属

保

護

指

導

職

員

養

成

所

生

を

募

集

対

象
将

来
知
的

障
害

関
係
福

祉
の

分

野
で
仕

事
を
し

た
い

人
　

資

格
四

年
制

大
学

修
了
者

ま
た

は
保
育

士
資

格
の

あ
る
人

※
詳
細
は
お

固
い
合
わ
せ

く
だ

さ
い
。

固

国
立

秩
父

学
園
附

属
保
護

指
導
職

員
養

成
所

昔
0
4
2
・
9
9
2
4
1
3
7

［
］
松

戸

市

民

劇

団

入

団

説

明

会

川

月
1
8日

倒

午
後
ワ

時
～
８

時

会
場

松
戸

市
民

劇
団
け

い
こ

場
「
劇

舎
（
シ

バ
イ
ヤ
）
」（
八

柱
駅
下

車
徒
歩

三
分

）
　

持
ち

物
筆

記
用
具

※

経
験

・
年
齢

不
問

圃

電
話

で
松
戸

市
民

劇
団

厶
蜜

公

8
9・
4
6
4
6

へ

３［
］
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
を

募

集

活
動
内
容
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
へ
の

派
遣
、
教
育
用
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発

な
ど
　
対
象
千
葉
県
内
在
住
・
在
勤

で
、
Ｉ
Ｔ
に
興
味
の
あ
る
人

固
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
一
千
葉
イ
ン
フ
ォ
テ

ッ
ク
設
立
準
備
会

（
松
戸
ま
ち
づ
く

リ
交
流
室
内
）

登
3
6
7
・
8
8
8
9

［

］
こ

ひ

つ

じ

お

は

な

し

会

１１

月

拓
日
圉

午
後
２

時
3
0
分
～
３

時
3
0
分

会
場

市
川
こ

ど

も
ク
リ

ニ

ッ
ク

（
イ
ト

ー
ヨ

ー
カ
ド

ー
ハ

柱
店

前
）
　

内

容

グ
リ
ム

童
話

等
の

読
み

聞
か

せ
と

人
形

劇
　

講
師

劇
団

天
童

主

宰

・
浜

島
代

志
子

氏
　

定
員
当

日

先

着
三
十

人
　

費
用

無
料

國
こ

ひ
つ

じ

お
は

な
し
会

・
市
川

登

33
8
.
2
3
1
2

訂
正広

報

ま
つ

ど
1
0
月
巧
日

号

で
掲

載

し
た

、
松

戸
市
文

化

祭
の

「
市

民
チ
ャ

リ
テ

ィ

ー
ダ
ン

ス
パ

ー
テ

ィ

ー

介
囗
月
1
2（
口
日

開

催
）
」
は

予

約
制

で
は
な

く

、
当

日

整
理

券
が

必

要
に

な
り

ま

す
。
定
員

は
先

着

百
人

、
参
加

費
は

五
百

円
で

す
。

圜
社

会
教

育
課

罧
－
一
・
7
4
6
2

【
】
身

体

障

害

者
の

た

め

の

無

料

運

転

教

習

対
象
身
体
障
害
者

の
人
で
、
就
職
の
た

め
自
動
車
運
転
免
許

を
取
得
す
る
人
　

期

間
三
ヵ

月
間
（
入

所
日

は
１

・
４

・
ワ

・
1
0
月
の
月

始
め

）
　

費
用

教
習
料

＝
無
料

、
身

体
障

害
者

専
用
宿

舎
＝

有
料

圖
身
体

障
害
者

運
転
能

力
開
発

訓
練

セ
ン

タ
土

埼
玉

県
新

座
市

）
豊
0
4
8
・

4
8
1
・
2
7
1
1

（
月
曜

休
館
）

【
】
2
1
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

募

集内
容
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
収
納
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
埋
設
場
所
新
松
戸

駅
前
広
場
に
建
立
す
る
ブ
ロ
ン

ズ
像

の
下
　
開
封
予
定
二
〇
五
〇
年
ｍ

月

ｍ

日
　
締
め
切
り
平
成
1
3年
１
月
3
1

日
㈲

費
用
専
用
力
－

ド
（
Ａ
４
版
）

一
枚
二
千
円

（
ラ
イ
オ
ン
ズ
基
金
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
福
祉
な
ど
に

役
立
て
ま
す
）

摺
松
戸
ユ
ー
カ
リ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局
公
3
4
2
1
‐
１
４
４

（
平
日

の
午
前
1
0時
～
午
後
４
時
）

二
松
戸
十
五
階
　
費
用
無
料

回
心
晃

歌

Ｓ
叩
9
9
5
1

（
月
曜

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
ら
時
）

［

］
金

曜

デ

ッ

サ

ン

会

展

‥日
月
川

日
㈹

～
1
9
日
⑤

午

前
1
0時

～

午
後

ら
時

（
1
4日

は
正

午
か
ら

、

1
9日

は

午
後
４

時
ま

で
）
　

会
場
文

化

ホ
ー
ル
　

内

容
会

員
の

今
年

度
研

修

し
た

作
品
の

展

石
　
費

用

無
料

圜

金
曜

デ
ッ
サ

ン
会

・
井

代
ａ

サ

2
8
1
1

（
夜

間
の

み
）

催
　
し
　
物

情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です。

「
」
「
飛

鳥

童

の

世

界

」

展

１１

月
９

日

米
～
2
1
日

火
午

前
1
0
時

～

午

後
６

時
　

会

場
聖

徳
大
学

ク
リ

ス
タ
ル

ホ

ー
ル

、
ア

ー
ト

ス
ポ

ッ
ト

ま

つ
ど

（
伊

勢
丹

松
戸

店
九
階

）

内

容

絵
本
「
氷

山
ル
リ

の
大

航
海
」
の

原
画

を
中
心

に
ヽ

飛
鳥
凱
⑤

作

品
を

展
示
　

費
用

無
料

顋

聖
徳

大

学
ａ

平
1
1
1
1

お

知

ら

せ



［
］
結
婚

ま

で

あ

と
チ

ョ
ッ

ト

・

新

婚

ホ
ヤ

ホ

ヤ

講
座

～

幸

せ

な

家

庭

づ
く

り

の

た

め
に

1
2月
９
日
出
午
単
一

時
3
0分
～
３

時
4
5分
　

会
場
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
三
階
　
内
容
命
安
心
し
て
妊
娠

・
出
産
を
迎
え
る
た
め
に
②
白
ご
ろ

の
健
康
管
理
・
健
康
情
報
な
ど

講

師
①
愛
育
病
院
産
婦
人
科
医
・
加
藤

季
子
氏
②
保
健
福
祉
課
保
健
婦

対

象
未
婚
・
新
婚
の
男
女
（
お
一
人
で

も
参
加
歓
迎
）
　
費
用
無
料

圃
1
2月
ワ
日
困
ま
で
に
、
電
話
で
小

金
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

゜
甼
5
6
0
1

゛

二
服

「

」
よ

い

歯

い

い

顔

二

コ

ニ

コ

キ

ャ

ラ

バ

ン

‥‥
月
諂
日

㈲

午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら

（
開
場

午
前
1
0
畤
）
　
会
場

市

民
会
館

内
容

ミ

ツ
フ
ィ

ー
と

一
緒
に

歯
み

が

き
の

仕
方

を
覚
え

ま
し

ょ
う

（
粗

品

進
呈

）
　

費
用

無
料

固
松

戸
歯

科
医

師
会

福
祉

担
当
（
高

柳
歯

科
医

院
）

昔
０

４
ワ

ー

・
9
1・

4
9
5
0

野

田

市

★

福

祉

の

ま

ち

づ

く

り

講

演

会

‥日
月
８

日
㈹

午
後
２

時
3
0
分
～
４

時
　

会
場

野
田

市
文
化

会
館
　

内

容

ア

グ
ネ

ス

ー
チ

ャ
ン
氏

に
よ

る
講

演

「
み
ん
な
地
球
に

生
き
る
人
～
と

も
に

生

き
る
社

会
を

め
ざ
し

て
」
　

費

用

無
料

固

野
田
市

教
育
委
員

会
社
会

教
育
課

公
０

４
ワ

ー

・
2
5
・
1
1
1
1

内
線

2
6
5
3

【

】
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

‥日
月
1
8日

倒

午
前
1
0時

～
午

後
４

時

会
場
ふ

れ

あ
い
2
2
（
健
康

福
祉

会
館

）
　

内

容
松

戸
市

精

神
障

害
者

家
族
会
土
曜
会
会
員
に
よ

る
相
談
（
秘

密
厳

守
）
　
対

象
「
こ
こ

ろ
の

病
」
の

人
を

抱
え

る
家

族
　

費

用

無
料

※
同
日

・
同
時

間
に

電
話
で

の

相
談

お

受
け
付

け
て

い
ま

す

（
こ

こ

ろ

の

家
族

相
談

室
直
通
ａ

叩

５

５

５
１

）
。

※
毎

月
第

三
土
曜

日
に

相

談
を

受
け

付

け
ま

す

。

固
松

戸
市

精
神
障

害
者

家
族
会
土

曜

会

・
武
井

登
3
6
2
・
8
2
1
5

［

］
こ

こ

ろ

の

健

康

の

つ

ど

い

１１

月
犯
日

㈲

午
後
１

時
巧

分
～
４

時
1
5
分
　

会
場

東
葛

飾
支

庁
合
同

庁

舎
　

内
容

講
演

会
「

痴
ほ

う
と
寝

た

き
り

の
予

防
に
つ

い
て

」
　

定
員

先

着
四
十

人
　

費

用
無

料

※

精
神
障

害
回
復

者
の
作

品

を
同
日

午
前
1
0
㈲
3
0
分
か

ら

、
市

役
所

一

階
連
絡

通
路
と

東

葛
飾

支
江

局

庁
舎
二

階
入

ロ
ロ

ビ
ー

で
展
示

し

ま

す

。

丙

日
月
1
3日

囲
ま
で

に

、
電
話
で

松

戸

保
健
所

精
神

保
健

福
祉

課

容
3
6
1・

（
ソ
）Ｉ
（
ソ
）Ｉ

ヘ

我

孫

子

市

★

我

孫

子

市

民

コ

ン

サ

ー

ト
1
9

1
2月
1
0
日
日

午
後
２

畤

開
演
　

会

場
我

孫
子

市
民

会
館
　

内

容
柳

澤
寿

男
氏

指
揮

に
よ

る
我

孫
子

市
民

フ
ィ

ル
ハ

ー

モ
ニ

ー
管
弦

楽
団

の
演

奏
な

ど
　

費
用

無
料

※
応

募
者

多
数

の
場

合
は

抽
選

両
片
囗
月
拓
日

床
〔
必

着
〕
ま

で
に

、
往

復
ハ

ガ

牛

二

枚
に

二
人

ま
で

）
に
郵

便
番

号

・
住
所

・
氏

名

・
電
話

番
号

・
返

信
用

あ
て

名
を

記
入

し
て

、

千

一
万］－
1
1
6
6

我

孫
子
市

我
孫

子

一

六
八

四
　

我

孫
子
市

教
育

委
員

会
文

化
課

（

昔
０
４

７
１

・
8
5
・
1
1
5

1
内

線

郷

へ

★

バ

ー

ド

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

ニ

○

○

○

１１

月
2
5日

倒

・
2
6日
斜

午
前
９

時

2
0分
～

午

後
４

時
3
0分

（
2
6日

は
午

国　名 人数 国　名 人数

インド 3,243 ロシア 巧4

ザイール ﾜ18 ベトナム 拐2

パキスタン ∠190 カンボジア 124

ナイジェリア 260 コートジボワール 11ワ

バングラデシュ 20ﾜ イラン 101

エチオピア 旧9 ウガンダ 100

チャド m2 - -

後
３
時
3
0分
ま
で
）
　
会
場
我
孫
子

市
民
会
館
　
内
容
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン

グ
作
品
展
示
・
実
演
、
写
真
展
、
販

売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
　
費
用
無
料

圜
我
孫
子
市
企
画
調
整
担
当
昔
０
４

７
１

・
8
5・
1
1
1
1

内
線
2
7
3

流

山

市

★

子

ど

も

ミ

ュ

ー
ジ

カ

ル

「

夏

の

思

い

出

」

１１

月
2
6
日
紂

午

前
1
0時

肪
分
～

正

午
　

会

場
流
山

市
文

化
会

館
　

費
用

無

料
固
流

山
市

教
育
委

員
会
社

会
教

育
課

昔
０
４

７
１

・
5
0
・
6
1
0
6

柏

市

★

柏

の

歴

史

講

演

会

‥日
月
５

日
付

午

後
１

時
3
0
分
～

５

時
　

会

場
柏
市

中
央
公

民

館
　

内
容

［
］
家

事

家

計

講

習

会

①
‥
‥
月
1
6日

常

午
前
1
0
時
3
0分

～

午
後
ｏ

時
3
0分

②
諂
日
出

午

後
ら
時

3
0分
～
８

時
3
0
分

③
即
日

㈹

午
前
ｍ

時
3
0分
～

午

後
ｏ

時
3
0分
　

会
場

①

小

金
原

体
育

館

②
馬
橋

東
市

民
セ
ン

タ

ー
②

女
性
セ

ン

タ

ー
ゆ
う

ま
つ
ど

内

容
衣

・
食

・
住

・
子

ど
も

・
環
境

を
家
庭

経

済
か
ら

考
え

る
　

費
用
各

四

百
円

※
保
育

あ
リ

（
1
8日

を

除
く

、
軽
食

付
き

二

百
円
）

圈

松
戸

友
の

会

・
藤
井

昔
3
6
3
・
？
６

２
２

［
］
講

演

「

人

間

に

な

れ

な

い
子

ど

も

た

ち

」

1
1月
1
8日

出

午
後
２

時
～

４
時

会
場
新

松
戸

市

民
セ

ン

タ
ー
　

内
容

不
登
校

や
少

年
犯

罪
な

ど
の

問
題
に

つ

い
て
　

講
師
Ｎ
Ｂ

Ｋ

放
送
文

化
研

究
所
専

門

委
員

・
清
川

輝
基

氏
　

費

用

無
料

固

新
松

戸
地
区

社
会

福
祉
協
一
墓

至
月

少
年
部

会

・
鵜
殿

登
囲

・
4
9
5
5

［
］
竹

の

釣

り

ざ

お

作

り

教

室

１１

月
1
9日
～
1
2
月
2
4日

毎
週

日
曜

日

〔
全

六
口

〕
①
中
・
高

校
生

午

前

ｍ

時
～

正
午

②
一
般

午
後
１

時
～
３

時
　

会
場

主
催
者

宅
（
岩
瀬

）
　
定
員

先

着
咎

十
人
　

費

用
約

三
千

円

（
材

料
費
）

圃
電

話
（
平
日
は

夜
間

の
み
）

ま
た

は
フ

ァ
ク

ス
で

、
大
館

登
副
3
6
2・
4

9
1
2

へ

「

」
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

知

っ

て

得

す

る

遺

言

と

相

続

」

１１

月
1
9日

脚

午
後
２

時
～
３

時
3
0

分
　

会
場
サ

ン

ヨ

ー
ホ
ー
ム

（
八

柱

駅
下

車
徒

歩
二
分

）
　

講

師
杉
村

政

明
氏
　

費
用

無

料

団
金

本
（
サ

ン
ヨ

ー
ホ

ー
ム
内

）

容

8
6・
0
2
2
1

3
［

］
社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

１１

月
９
日

～
１

月
2
5
日

毎
週
木

曜

日

〔
全
十

回

、
年
末
年

始

を
除

く
〕

午
後

ら
時
～

ワ

時
3
0分
　

会
場
六

実

市
民

セ
ン

タ

ー
　

費
用

一
回
五

百
円

固

ベ
ル

ー
デ
ダ
ン

ス
サ

ー
ク
ル

ー
荒

＝

＆
8
6
（゙
１１ｎ
）７

厂ｎ
．）７

Ｊ
　

３

市

史
編

さ
ん

事
業
の

成
果

を
も
と

に

し

た

、
柏
市

史
通
史

霾
の

執
筆

者
に

よ

る
柏

の

歴
史
に
つ

い
て

の
講

演

講

師
千

葉
市

史
編

さ
ん

委
員

・
須
田

茂

氏
（
近

世
）
、
古
代
史

研
究

家

・
高

田

淳
氏
（
古
代
）
　
定

員
当
日

先
着

百

八

十
人
　

費
用

無
料

圜

柏
市

教
育
委

員
会
文
化

課

公
０

４

７

１

・
6
7
・
1
1
1
1

沼

南

町

★

し

ょ

う

な

ん

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ
ト月
月
１１

日
出

午

前
1
0
㈲
～

午

後
２

時

〔
雨

天
の

場
合

は
1
2日

臼
〕
　

会

場

沼
南

町
役

場
駐
車

場

圈

沼
南
町

商
工

会
青
年
刪

フ
リ

ー
マ

ー
ケ
ッ
ト

係

公
０

４
ワ

ー

・
引

・
2

8
0
3

［
］
青

少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

‥日
月
押
日

窗
午

後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分

会

場
青
少

年
会

館
樋

野
口

分

館
　

対

象

十
六

歳
以

上

の
人
　

定

員
先

着

二
十

人
　

持
ち

物
運
動

着

・

上

履

き
　

費

用
無

料

圃

電

話
で
青
少

年

会
館

昔
3
4
4
・
8
5

5
6

へ

［

］
初

心

者

な

ぎ

な

た

教

室

１１

月
‥
‥
日

～
2
5
日

の

毎

週

土

曜
［
口

〔
全

三

回

〕
午

後

５

時
3
0
分

～

ワ

時
3
0

分
　

会

場

上

本

郷

第

二

小

学

校

体

育

館
　

対

象

小

学

三

年

生

以

上

の

人

費

用

無

料

Ⅲ

当

日

会

場

で

、
ま

た

は

電

話

で

松

戸

市

な

ぎ

な

た

連

盟

・

藤

本

四

叩

ｎｕ
りｎ
Ｍ
り
４

０

へ

「

」
救

命

講

習

会

‥‥
月

拓
日

困

午
前
1
0
眄
犬

日
時
3
0

分

ま
た
は

午

後
２

畤
～
３

時
3
0分

会

場
消
防

局

五
階
講

堂
　

内
容
小

児

に
対

す

る
心
肺

七
生

法
　

定
員

各
回

先

着
一
千

人
　

費
用

無
料

※
保
育

あ
リ
（
二

歳
以

上
就

学
前

、
お

や
つ
代

一
人

二
百

冂

、
要
予

約
）

圃
１１

月
６
日

㈲
ヤ
８

貝

㈲
午
前
８

時

3
0分
～

午
後
５

時
の

圉
に

、
電

話
で

消

防
局

救
急

防
災
課

指
導

係
ａ

曷

1
1
1
6

へ

化

の

内

と

外

」

川
月
１１

日
出

午

後
１

時
～

八

時

会

場
聖

徳
大

学

内

容

①

南
蛮

文
化

の

渡
来
と

日

本
絵

画
②
い
ろ
は
歌
か
ら
五
十
音
図
へ

③

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
万
葉
集
・
源
氏

物
語
へ
　

講
師
①
聖
徳
大
学
教
授
・

坂
本
満
氏
②
圖
・
大
友
信
一
氏

③

同

・
山
口
愽
氏
　
費
用
無
料

圖
聖
徳
大
学
日
本
文
化
学
科
学
科
長

室
公
3
6
5
・
1
1
1
1

内
線
4
8
7
2

【
】
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

‥囗
月
1
2日
紐
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
圉
小
学
校
校
庭
　
費
用

百
円
（
保
険
料
）

兩
当
日
会
場
で

圈
体
育
指
導
委
員
・
香
川
ａ
ｍ

・
5

5
8
0

【
】
市

民

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

大

会
（
混

合

ダ

ブ

ル

ス

）

１１

月
2
6日
日

午

前
９

時
～

午
後
ワ

時
　

会
場
運

動
公

園
体

育
館
　

対

象

市
内

在
住

・
在
勤

・
在

学
の
人
　

種

目
混
合

ダ
ブ
ル

ス

ニ

部
～

四

部
）

費
用
協

会
登

録
者

千

二
百
円

・
未

登

録
者

二
千
円

圃
１１

月
1
0日

面
〔
必

着

〕ま

で
に

、
所

定
の

振
込
用

紙
ま

た
は

現
金

書
留

で

一
T
2
7
0

－
0
0
1
3

松
戸

市
小

金
き

よ

し

ヶ

丘
三
の

二
の

Ｉ
　
松
戸
市

バ

ド

ミ

ン
ト

ン
協

会

・
佐
藤

豊
志

（
｛
一一
3
8
6

・
5
5
9
6

｝
へ

［
］
朗

読

十

回

講

座

‥日
月
９

日
～
３

月
2
2
日

の
毎

月
第

二

・
四
木

曜
日

〔
全

十
回
〕

午

後
１

㈲
～

３

時
　

会
場
市

民
劇

場
　

内

容

朗

読
で

名
作
の

世
界

を
楽

し
む
　

費

用

三
千

円

二

回
三

百
円
）

圖

松
戸
コ

ト

バ
の
会

・
大

越
ｅ

叩

［
］
平

安

女

流
文

学

講

座

1
1月

囗
日

出

か
ら
、
新
シ
リ
ー

ズ
「
紫
式
部
日
記
新
釈
」
が
始
ま
り

ま
す
。

毎
月
第
二
土
曜
日
午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
ｏ

時
3
0分
　
会
場
勤
労
会
館

講
師
長
江
信
之
氏
　
費
用
半
年
五
千

円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

圜
五
條
昔
3
4
3
・
5
3
4
9

【
】
ホ

リ

デ

ー

歌

謡

カ

ラ

オ

ケ

初

心

者

講

習

会

１１

月
1
2日

茴
∵
2
3
日
田
2
6

日
回

1
2月
３

囗

岫
・
ｍ

日

⑧
〔
全
五
回

〕
午

前
９

時
3
0分
～

１１

時
3
0
分
　

会
場
矢

切
公

民
館
　

費
用

一
回
千

円

固
東

唱
会

・
中
山

登
3
6
3
・
3
5
1
3

［
］
松

戸

シ

ニ

ア

テ

ニ

ス

学

校

毎

月
第
一
丁

四

月
曜
日

午

前
８

時

～

８

時
5
0分

（
1
2月
１１
日

㈲
か

ら

一

年
間
）
　

会

場
Ｊ
Ｓ
Ｓ

テ

ニ

ス
ア

リ

ー
ナ
松

戸
　

対
象

六
十

歳
以
上

の

健

康

な
人
　

定
員
先

着
二

十
四
人
　

費

用

一
回
五

百
円

田
捐
‥
月
3
0日

㈲

ま
で
匚

、
電

話
で
松

戸

シ
ル

バ

ー
テ
ニ

ス
連

盟
事

務
局

・

頤
丼
ａ

屆

・
３
冖ｈｕ
Ｏ
０

へ

1
2月
口
日
～

２
月
2
5日
の
毎

週
日
曜
日
と
祝

日
（
年
末
年
始

を
除
く
）
Ａ
ク

ラ
ス
＝
午
前
９

時
～
1
0時
3
0分
、
Ｂ

ク
ラ
ス
＝
午
前

1
0時
4
5分
～
午
後
ｏ

時
巧
分
　
会
場

栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
　
費
用
九
千
円

（
保

「

」
県

公

開

講

座

「

親

子

で

楽

し

む

パ

ソ

コ

ン

教

室

Ｊ

１１

月
1
8
日

出

ま

た

は
2
5
日

出

咎

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分
　

会

場

明

生

情

報

ビ

ジ

ネ

ス

専

門

学

校

（
新

松

戸

）
　

内

容

親

子

で

音

と

映

像

の

ア

ニ

メ

作

品

を

作

る

ほ

か
　

定

員

咎

先

着

二

十

組

四

十

人
　

費

用

無

料

圃

１１

月

１１

日

出
【
消

印

有

効

】
ま

で
に

ハ

ガ

半

に

住

所

・
親

子

の

氏

名

・
年

齢

・
性

別

・

電

話

番

号

・
受

講

希

望

日

（
第

∇

第

二

）

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－
0
0
3
4

松

戸

市

新

松

戸

四

の

二

の

Ｉ
　

明

生

情

報

ビ

ジ

ネ

ス

専

門

学

校

公

開

講

座

係

（

昔
3
4
1・
5
8

8
8

）

へ

［
］
干

支

巳

年

講

習

会

１１

月
纐
日

脚
午

前
1
0
時
～
正

午

会
場
常

盤
平

市
民
セ
ン

タ
ー
　

内
容

「

巳
年
」
を

テ

ー
マ
に

シ
ル

ク
の

布
で

つ

ま
み

画
を

作
る
　

費
用

二
千

五
百

円

（
材

料
費

）
　
　
　
　
　
　
　

固

あ

か
し
や
つ

ま

み
画

研
究
会

・
蜻

川

公
3
8
8・
7
3
6
5

（
夜

間
の

み
）

険

料
を
含

む
）

匝
片
目
月
1
5日

㈲

〔
必

着
〕
ま

で

に

、

往

復
ハ

ガ
牛
に

住
所

・
氏

名

‘
電
話

番

号

・
希
望

ク
ラ

ス
・
返

信
用

あ
て

名

を
記
入

し
て

、
〒
2
7
0
－
8
6
9
1

松

戸
北
郵

便

局
私

書
箱

一
二
号
　

松

戸
市

テ
ニ

ス

協
会

・
平
木

（
Ｓ

隰
3
3
0

・
4
1
1
2

）
へ

「
」
小
金
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ

大

会

‥囗
月
1
9
日

⑤
午

前
９

時

～
午

後
１

時

（
午

前
８

時
3
0分
～

９

時
受

け
付

け
）

会
場
小

金

原
中
央
公

園
野

球
場

内

容
個
人

戦

・
ダ

ブ
ル

ス
戦
　

対
象

小

金

原
地

区

住
民

（
ク
ラ

ブ
所

属
者

は
他
地

区
で

も
可

）
　

費

用
三

百
円

※
雨
天

の
場

合
儿

囗
月
2
3
日

竕

会

場

根
木
内

東
小

学
校

校
庭

圃

当
日

会
場

で

、
ま
た
は

電

話
で
体

育
指
導

委
員

・
木
村

昔
3
4
2・
6
2
2

3
へ

健
　
　
康

昭和50 年～52 年生まれの人が他の年齢層に

比べて、ポリオのＩ型という種類の免疫を保有

している割合が低いことが、厚生省の調査で

分かりました。日本にはポリオウイルスはな

いと判断されていますが、ポリオウイルス常

在国に渡航予定の人または、ポリオワクチン

接種を受ける子どもがいる人は、再度ポリオ

ワクチンの予防接種を受けることをお勧めし

ます。

※費用や実施場所等はお問い合わせください。

題保健福祉課予防衛生係登366ﾜ484

ポリオワクチンの追加接種

各国のポリオ発生状況　発生100 人以上の国

(WHO 報告・1995 年)

講
座
・
講
演

［
］
公

開

学
術

講
演

会

「

日

本

文

［
］
初

心

者
テ

ニ

ス

教

室

ス
ポ
ー
ツ

ぶらっと
東葛



巨樹と古木をたずねて

第2 回は上本郷 、明治神社の「イチョウ」です。イチョウは日本全国に

分布し 、比較的高く成長することから、お寺・神社・公園等でよく見かけ

られます。樹皮は灰色で厚＜、縦に割れ目ができます。葉は5 ～6P の扇

形で、秋にはきれいな黄色に黄葉します。この神社には3 本のイチョウが

あり、大きな2 本が寄り添うように並んでいます。一番大きなものは、高

さ23 戉 、幹周り∠1.2なあり 、樹齢は推定200 年以上。イチョウは雌雄異な

り 、雌木には、黄葉とともにギンナンが実るので、落ちたギンナンを拾い

集める人たちが多＜集まってきます。

この大きなイチョウが21世紀も私たちに

憩いとやすらぎを与えてくれるように、み

んなで大切にしていきたいものです。

JＲ常磐線北松戸駅から徒歩10 分

チケットガイド

※会場はいずれも森のホール21 です。

※★印には託児サービス（有料 ・予約制）があります。詳細はお問い合わせください。

※（学）印には学生割引があります（森のホール21 チケットセンターのみ取り扱い）。
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※1　［12/9 倒自然を楽し むクラフト］にボランティアスタッフとして参加できる人。

※2　雨天の場合は12 月10 日（日）に延期し ます。

圃 「12/9 圉 自然を楽し むクラフト」は 、当日森の工芸館で受け付け。それ以外は電話でパークセ

ンターQ  345-8900 へ（先着順）

｢落ち葉であそぼう｣
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友
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。
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と
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そ
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相
手
に
対

シリーズ第２回　イチョウ

みどりと花の課H366 ―7378

森のホール21チケットセンター　384-3331（月曜日

は休館）期 日 内　容 会 場 開演時間 料　金

･12/16tt)

クリスマス／アヴエ・マリア

サンクトペテルブ ルグ室内合奏団

クリスマスにちなんだクラシックの

名曲や 、ロシアの優しい思いを伝える

曲の数々。

♪J.S.バッハ／アヴエ・マリア 、G線上

のアリア，パッ ヘルベル／カノン 、モ

ーツァルト／ハレルヤほか ．

大 ホー ル 午後2 時 Ｉ

Ｓ席3,500 円

Ａ席3,000 円

チケットぴあ・

ロ ーソン チケ

り 卜 でも 取り

扱います。

平成13 年

1/20 出

2001 年ニューイヤーコンサート　★

～イタリアオペラと

ウィンナワルツの饗宴～

21 世紀の幕開けを飾る“ニューイヤ

ーコン サート ’ 華やかなイタリアオ

ペラと新年にふさわしいウィンナワル

ツをお楽し みください。

♪ロッシーニ／「セヴィリアの理髪師」

より 、よシ ュト ラウ ス／「こうもり」

より 、「美しく 青きドナウ」、ヴェルデ

ィ／「椿姫」より　ほか

大ホール 午後3時

全席指定

3,000円（学）

高校生以下

1,500円

チケットぴあ・

ロ ーソン チケ

ット・CN プレ

イ ガイ ド でも

取り扱います。

日　時 行事名 講師 対象・定員 費用

11/18Ct)

13 二30～15:30

みどりの講習会「樹木からのメッセ

ージ～あなたにもできる樹木診断」
樹 木医 ・真 向船子博氏 45 人 無料

19 緋

13:30 ～15 二00

園芸教室「シクラメンの品種と育て

方」

みどりの相談員・青

島尚祐氏
40人 無料

23 冊

13:30 ～ 枋:00
園芸教室「家庭菜園～冬の手入れ」

みどりの相談員・小

林喜代次氏
40人 無料

26(日)

13:30 ～15:30
みどりの講習会「洋ランの育て方」

筑波実験植物園・鈴

木和浩氏
45人 無料

12/ 2 汢）

13:30 ～15:30
自然観察会「紅葉の観察会」

市川市立博物館・金

子謙一氏
30人 無料

2出

13:30 ～15:30

みどりの講習会「草花の冬越しと管

理」

県立流山高校教諭・

大橋幸男氏
∠旧人 無料

3(日)

10:00 ～12:00
自然にタッチ！「落ち葉であそばう」

自然解説員・松葉光

豊氏 、村中孝司氏
親子30 人 無料

3(Eﾖ)

13:30 ～15:00

園芸教室「ガーデニングレッスン～

クリスマス・お正月を彩る寄せ植え」

みどりの相談員 一丸

尾三恵子氏
24人

材料費

2,000円

似

10:30 ～15:30

自然を楽しむ 力 ’「クリスマスリー

ス作りの体験と準備」※1
パークセンター職員 30人 無料

衂

13:30 ～15:30

自然を楽しむクラフト「クリスマス

リース作り」※2

自然を楽しむ‘わ’

の皆さん
60人 無料

10(日)

13:30 ～15:00
園芸教室「卜2 月の園芸作業」

みどりの相談員・渡

辺重吉郎氏
40人 無料

救急医療体制
健康保険証をお忘れな

く

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

O366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　c368 ―3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

O365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時


